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一 

太
平
洋
を
望
む
南
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
「
日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
」 

  

二 

日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
周
遊
の
組
み
立
て
方 

  
 

１ 

日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
の
三
つ
の
広
域
交
通
拠
点 

 
 

２ 

公
共
交
通
に
よ
る
周
遊 

 
 

３ 

日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
を
周
遊
す
る 

「
テ
ー
マ
旅
」
と
「
地
域
の
魅
力
旅
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三 

テ
ー
マ
旅
～
日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
の
四
つ
の
魅
力
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１ 

南
国
感
あ
ふ
れ
る
緑
と
青
の
道 

２ 

神
々
の
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
記
紀
の
道 

３ 

近
世
以
降
の
繁
栄
を
感
じ
ら
れ
る
歴
史
の
道 

 
 

４ 

「
大
地
に
絵
を
描
く
」
お
も
て
な
し
の
道 

 
 

５ 

特
色
あ
る
三
つ
の
道
の
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四 

日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
エ
リ
ア
の 

祭
り
・
ホ
テ
ル
・
観
光
情
報
な
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宮
崎
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２ 

日
南
市 

３ 

串
間
市 

  

                                   
← 堀川運河いかだ流し 

↑ 日南海岸のハイビスカス 

← 地元の人による花植え活
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日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン 

 
一 
太
平
洋
を
望
む
南
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
「
日
南
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
」 

 

九
州
の
南
東
部
に
位
置
す
る
宮
崎
県
。県
東
部
は
全
て
太
平
洋
に
面
し
て
長
大
な
海
岸
線
が
続
き
、

県
西
部
は
奥
深
い
山
々
が
南
北
に
拡
が
っ
て
い
る
。
特
に
宮
崎
市
以
南
で
は
鵜
戸
山
地
と
呼
ば
れ
る

山
地
が
海
岸
ま
で
迫
り
多
く
の
岬
や
入
江
が
形
成
さ
れ
、
山
の
緑
と
海
の
青
が
入
り
組
ん
だ
多
様
な

表
情
を
見
せ
る
。
こ
の
海
岸
線
を
主
軸
と
し
た
風
景
街
道
が
「
日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
」
で
あ

る
。
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
の
エ
リ
ア
は
宮
崎
市
、
日
南
市
、
串
間
市
の
三
自
治
体
で
、
お
よ
そ
南
北
六

〇
ｋ
ｍ
、
東
西
二
〇
ｋ
ｍ
の
地
域
で
あ
る
。
地
図
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
エ
リ
ア
に
は
海

岸
部
だ
け
で
な
く
広
大
な
山
間
部
も
含
ま
れ
る
が
、
中
小
規
模
の
ま
ち
や
集
落
は
主
と
し
て
海
岸
沿

い
、
あ
る
い
は
比
較
的
海
岸
部
に
近
い
内
陸
部
に
展
開
し
て
い
る
。
な
お
、
地
図
に
は
「
花
の
街
き

ら
め
き
エ
リ
ア
」、「
神
話
き
ら
め
き
エ
リ
ア
」「
郷
山
き
ら
め
き
エ
リ
ア
」「
歴
史
・
文
化
き
ら
め
き

エ
リ
ア
」
の
四
つ
の
エ
リ
ア
区
分
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
を
包
括
的
に
解
説
し
て
い
く
こ
と

と
し
た
い
。 

さ
て
、「
日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
」。
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
何
を
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
だ
ろ
う

か
。
か
つ
て
昭
和
三
〇
年
代
後
半
～
五
〇
年
代
前
半
に
お
い
て
は
、
全
国
の
新
婚
カ
ッ
プ
ル
の
約
三

五
％
が
日
南
海
岸
を
訪
れ
る
と
い
う
新
婚
旅
行
の
大
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
。

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
や
椰
子
を
は
じ
め
と
し
た
亜
熱
帯
植
物
、
道
路
や
公
園
を

彩
る
鮮
や
か
な
花
々
、
青
く
雄
大
な
空
と
海
、
鬼
の
洗
濯
岩
、「
南
国
宮

崎
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
現
在
も
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、

著
名
な
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
や
、
プ
ロ
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
キ

ャ
ン
プ
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
あ
ろ
う
。全
国
的
に
は
寒
さ
厳
し
い
折
に
、

青
空
の
下
で
の
び
の
び
と
プ
レ
ー
し
て
い
る
選
手
の
姿
は
「
南
国
宮
崎
」

の
風
物
詩
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
観
光
客
を
集
め
て
い
る
。 

 

あ
る
い
は
「
神
話
の
物
語
」
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
お
ら
れ
よ
う
。
平

成
二
四
年
は
古
事
記
編
纂
か
ら
千
三
百
年
、平
成
三
二
年
は
日
本
書
紀
編

纂
か
ら
千
三
百
年
に
あ
た
り
、日
本
神
話
が
改
め
て
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

中
で
も
日
向
神
話
に
関
わ
る
伝
承
地
や
祭
を
こ
の
エ
リ
ア
内
で
数
多
く
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
日
向
神
話
は
、
実
際
に
古
代
の
こ
の
地
が
中
央
朝
廷

と
強
い
結
び
つ
き
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
可
能
に
な

っ
た
の
は
、
山
海
の
恵
み
に
満
ち
た
豊
か
さ
と
と
も
に
、
黒
潮
を
通
じ
た

海
の
道
、
九
州
山
地
を
介
し
た
山
の
道
の
結
節
点
で
あ
る
こ
と
、
か
つ
海

や
山
は
他
地
域
か
ら
の
バ
リ
ア
と
な
り
、
他
国
・
他
地
域
の
混
乱
が
及
び

に
く
い
こ
と
の
よ
う
な
地
勢
的
優
位
性
が
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

外
部
に
開
か
れ
な
が
ら
ど
こ
か
他
地
域
と
は
距
離
感
が
あ
る
こ
と
。地

形
の
関
係
か
ら
ま
ち
や
集
落
が
分
散
的
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
は
こ
の
地
を
理
解
す
る
キ

ー
ワ
ー
ド
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。
古
代
よ
り
、
こ
の
地
は
ど
の
時
代
に
お
い
て
も
、
九
州
内
の
他
地

域
と
異
な
っ
て
強
大
な
勢
力
を
形
成
せ
ず
、
し
か
し
一
定
の
存
在
感
を
持
ち
な
が
ら
小
規
模
で
自
立

的
な
文
化
圏
を
保
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
や
集
落
も
ま
た
、
個
性
豊
か
な
文
化
を

育
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。 

 

二 

日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
周
遊
の
組
み
立
て
方 

１ 

日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
の
三
つ
の
広
域
交
通
拠
点 

 

日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
は
宮
崎
市
の
南
部
、
日
南
市
お
よ
び
串
間
市
に
展
開
し
て
お
り
、
三

市
合
計
で
約
四
八
万
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。
こ
の
エ
リ
ア
は
南
北
に
長
く
展
開
し
平
地
部
が
限
定
さ

れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
平
地
部
に
多
く
の
人
口
が
集
積
し
中
心
的
な
街
を
形
成
し
て
い
る
。
交
通
拠

点
も
三
市
の
中
心
部
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。 

 

き
ら
め
き
ラ
イ
ン
北
端
は
宮
崎
市
の
中
心
市
街
地
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
日
豊
本
線
の
宮
崎
駅
、
南
宮
崎

駅
が
大
分
方
面
、
鹿
児
島
方
面
か
ら
の
ゲ
ー
ト
と
な
る
。
ま
た
、
宮
崎
市
南
部
に
は
宮
崎
空
港
が
あ

り
、
羽
田
、
中
部
、
伊
丹
、
福
岡
、
沖
縄
便
お
よ
び
ソ
ウ
ル
、
台
北
便
が
就
航
し
て
い
る
。
空
港
か

ら
中
心
市
街
地
へ
は
宮
崎
空
港
線
、
日
南
線
を
介
し
て
直
接
接
続
す
る
。
空
港
か
ら
宮
崎
市
街
地
ま

地図 1 日南海岸きらめきラインの概要 
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で
は
Ｊ
Ｒ
で
一
〇
分
、
バ
ス
で
二
〇
分
と
、
全
国
の
他
の
空
港
と
比
較
し
て
も
ア
ク
セ
ス
は
非
常
に

良
い
。 

高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
大
分
方
面
か
ら
は
東
九
州
自
動
車
道
で
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
、
宮
崎
西
Ｉ

Ｃ
、
清
武
Ｉ
Ｃ
で
宮
崎
市
街
地
に
入
る
。
ま
た
、
熊
本
、
鹿
児
島
方
面
か
ら
は
宮
崎
自
動
車
道
を
通

じ
て
宮
崎
Ｉ
Ｃ
で
宮
崎
市
市
街
地
に
入
る
。 

 

高
速
バ
ス
は
宮
崎
駅
、
南
宮
崎
駅
近
傍
の
宮
交
シ
テ
ィ
バ
ス
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
、
九
州
内

は
佐
賀
以
外
の
全
て
の
県
庁
所
在
地
と
直
結
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
宮
崎
（
駅
ま
た
は
バ
ス
セ
ン
タ

ー
）
―
福
岡
間
は
約
四
時
間
、
熊
本
お
よ
び
鹿
児
島
間
と
は
三
時
間
弱
で
結
ば
れ
て
い
る
。
な
お
、

福
岡
と
の
間
は
宮
崎
―
新
八
代
駅
を
高
速
バ
ス
で
、
新
八
代
駅
―
博
多
駅
を
新
幹
線
で
移
動
で
き
る

Ｂ
＆
Ｓ
（
バ
ス
ア
ン
ド
新
幹
線
）
が
あ
り
、
所
要
時
間
は
約
三
時
間
で
あ
る
。
さ
ら
に
宮
崎
と
三
宮
、

大
阪
を
経
由
し
て
京
都
駅
を
結
ぶ
高
速
バ
ス
も
あ
り
、
所
要
時
間
は
約
一
三
時
間
で
あ
る
。 

ま
た
、
宮
崎
市
は
中
心
市
街
地
か
ら
港
が
近
い
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
宮
崎
港
と
神
戸
港
と
の
間

に
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
が
就
航
し
て
お
り
、
関
西
方
面
か
ら
マ
イ
カ
ー
で
直
接
乗
り
入
れ
る
こ
と
も
で
き

る
。 き

ら
め
き
ラ
イ
ン
南
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
宮
崎
市
か
ら
は
国
道
二
二
〇
号
を
通
っ
て
約
七
五
分

で
日
南
市
に
至
る
。
域
外
か
ら
高
速
道
路
で
日
南
市
に
入
る
に
は
、
宮
崎
自
動
車
道
の
田
野
Ｉ
Ｃ
で

降
り
て
県
道
二
八
号
を
南
下
す
る
か
（
約
四
五
分
）、
あ
る
い
は
都
城
市
か
ら
国
道
二
二
二
号
を
通

る
ル
ー
ト
が
あ
る
（
約
八
〇
分
）。
な
お
、
国
道
二
二
〇
号
は
日
南
市
～
串
間
市
～
志
布
志
市
を
結

ん
で
お
り
、
串
間
市
中
心
部
に
は
日
南
市
か
ら
約
四
〇
分
、
志
布
志
市
か
ら
は
約
二
〇
分
で
至
る
。 

鉄
道
を
利
用
し
て
入
る
場
合
は
、
南
宮
崎
駅
か
ら
日
南
駅
、
串
間
駅
を
経
由
し
志
布
志
駅
を
終
着

駅
と
す
る
Ｊ
Ｒ
日
南
線
が
あ
る
。
南
宮
崎
駅
か
ら
は
、
日
南
駅
、
串
間
駅
、
志
布
志
駅
ま
で
そ
れ
ぞ

れ
七
五
分
、
一
二
〇
分
、
一
五
〇
分
で
あ
る
。
た
だ
し
、
便
数
は
少
な
く
、
ま
た
駅
に
接
続
す
る
バ

ス
の
便
も
多
く
は
な
い
た
め
、
公
共
交
通
を
利
用
さ
れ
る
方
は
注
意
さ
れ
た
い
。
な
お
、
志
布
志
港

に
は
大
阪
南
港
か
ら
の
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
が
就
航
し
て
い
る
た
め
、
関
西
方
面
か
ら
は
志
布
志
港
に
乗

り
入
れ
て
、
そ
の
ま
ま
串
間
方
面
に
自
動
車
で
移
動
す
る
方
法
も
あ
る
。 

 ２ 

公
共
交
通
に
よ
る
周
遊 

 

き
ら
め
き
ラ
イ
ン
エ
リ
ア
全
体
の
公
共
交
通
に
よ
る
周
遊
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。
鉄
道
は
先

述
の
よ
う
に
Ｊ
Ｒ
日
南
線
が
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
の
南
北
を
結
ぶ
。
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は

宮
崎
交
通
バ
ス
が
カ
バ
ー
し
て
い
る
が
、一
部
地
域
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
と
な
っ
て
お
り
、

注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

宮
崎
市
内
で
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
バ
ス
で
の
移
動
が
比
較
的
便
利

で
あ
る
。
宮
崎
駅
、
中
心
市
街
地
の
橘
通
付
近
お
よ
び
南
宮
崎
駅
近
く
の
宮
交
シ
テ
ィ
バ
ス
セ
ン
タ

ー
が
バ
ス
交
通
の
拠
点
で
あ
り
、こ
こ
か
ら
市
内
お
よ
び
周
辺
地
域
へ
の
路
線
バ
ス
が
走
っ
て
い
る
。

市
内
で
は
バ
ス
の
路
線
も
便
数
も
多
く
移
動
は
容
易
で
あ
る
。
一
方
、
市
内
か
ら
日
南
市
方
面
（
油

津
や
飫
肥
）
に
向
か
う
便
は
一
時
間
に
一
本
程
度
で
あ
る
た
め
注
意
さ
れ
た
い
。 

日
南
市
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
よ
う
に
Ｊ
Ｒ
日
南
線
が
あ
り
、
観
光
拠
点
で
あ
る
飫
肥
と
油
津
に

そ
れ
ぞ
れ
駅
が
あ
る
。
バ
ス
利
用
の
場
合
は
、
油
津
駅
前
バ
ス
セ
ン
タ
ー
が
拠
点
で
あ
り
、
宮
崎
市

か
ら
の
便
も
こ
こ
に
到
着
す
る
。
飫
肥
城
な
ど
市
内
の
主
要
な
観
光
地
に
は
路
線
バ
ス
で
比
較
的
便

利
に
移
動
で
き
る
。
な
お
、
日
南
市
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
も
運
行
し
て
お
り
、
主
に
山
間
部
の

集
落
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。 

こ
こ
で
Ｊ
Ｒ
日
南
線
を
走
る
リ
ゾ
ー
ト
特
急
「
海
幸
山
幸
」
に
触
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ

ろ
う
。
同
列
車
は
、
平
成
二
一
年
か
ら
宮
崎
駅
―
南
郷
駅
間
を
、
毎
日
の
運
行
で
は
な
い
が
、
運
行

日
に
は
一
日
一
往
復
で
結
ん
で
い
る
。
県
産
材
で
あ
る
飫
肥
杉
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
内
外
装
は
多

く
の
鉄
道
フ
ァ
ン
に
人
気
で
あ
り
、
ま
た
沿
線
の
風
景
を
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
列
車
と
連
動
す
る
形
で
宮
崎
交
通
の
観
光
バ
ス
「
に
ち
な
ん
号
」
が
走
っ
て
い
る
た
め
、
両
者
を

組
み
合
わ
せ
た
観
光
は
こ
の
地
域
の
一
つ
の
目
玉
と
な
っ
て
い
る
。 

串
間
市
に
つ
い
て
は
全
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
は
Ｊ
Ｒ
串
間
駅
を
経
由
す
る
が
、
都
井
岬

な
ど
主
要
な
観
光
地
に
向
か
う
バ
ス
の
便
数
は
少
な
い
。
串
間
市
で
の
公
共
交
通
利
用
の
観
光
は
、

移
動
が
限
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。 

こ
の
よ
う
に
、
日
南
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
を
公
共
交
通
機
関
で
巡
る
場
合
は
、
宮
崎
市
中
心
部
、
日

南
市
の
主
要
部
分
に
つ
い
て
は
バ
ス
の
利
用
が
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
地
域
に
お
い
て
は
基

本
的
に
は
便
数
、
接
続
性
も
含
め
バ
ス
で
の
移
動
に
は
制
約
が
伴
う
。
ま
た
、
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
エ

リ
ア
は
南
北
に
長
い
上
に
、
観
る
べ
き
場
所
も
広
範
囲
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
た
め
、
周
遊
は
自
動
車

が
基
本
と
な
ろ
う
。
幸
い
に
し
て
宮
崎
市
、
日
南
市
、
串
間
市
に
は
レ
ン
タ
カ
ー
会
社
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
ま
ず
は
そ
の
拠
点
ま
で
は
公
共
交
通
を
利
用
し
、
そ
こ
か
ら
レ
ン
タ
カ
ー
で
周
遊
す
る
こ
と

が
効
率
的
で
あ
ろ
う
。 

 

３ 

日
南
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
を
周
遊
す
る
「
テ
ー
マ
旅
」
と
「
地
域
の
魅
力
旅
」 

日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
の
基
本
的
な
周
遊
の
組
み
立
て
方
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
風
景
街
道

ル
ー
ト
の
エ
リ
ア
は
南
北
に
長
い
上
に
観
る
べ
き
場
所
も
広
範
囲
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
た
め
、
自
動

車
利
用
で
あ
っ
て
も
ど
こ
か
を
拠
点
と
し
た
日
帰
り
や
一
泊
二
日
程
度
で
エ
リ
ア
全
て
を
巡
る
こ
と

は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
特
定
の
主
題
を
も
っ
て
少
し
広
域
的
に
巡
る
「
テ
ー
マ
旅
」
か
、
あ

る
い
は
特
定
の
地
域
を
集
中
的
に
巡
る
「
地
域
の
魅
力
旅
」
か
を
決
め
、
そ
れ
を
基
本
に
し
て
旅
行

ル
ー
ト
を
計
画
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。 

テ
ー
マ
旅
に
つ
い
て
は
次
に
紹
介
す
る
「
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
の
四
つ
の
魅
力
」
の
い
ず
れ
か
を
テ

ー
マ
と
し
て
、
特
定
の
ス
ポ
ッ
ト
を
結
び
、
比
較
的
広
域
を
効
率
よ
く
巡
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
一
方
、

地
域
の
魅
力
旅
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
エ
リ
ア
の
中
で
、
テ
ー
マ
旅
の
中
で
紹
介
す
る
各
種
ス
ポ
ッ

ト
を
効
率
的
に
結
び
つ
け
て
巡
る
こ
と
に
な
ろ
う
。 
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三 

テ
ー
マ
旅
～
日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
の
四
つ
の
魅
力
～ 

１ 
南
国
感
あ
ふ
れ
る
緑
と
青
の
道 

 

日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
の
第
一
の
特
徴
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
海
岸
沿
い
の
南
国
的
な
風
景

で
あ
る
。
広
大
な
青
い
海
に
迫
る
緑
深
い
山
々
、
沿
道
に
は
色
と
り
ど
り
の
草
花
の
中
に
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
や
椰
子
の
木
。
夏
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
色
が
力
強
く
鮮
や
か
に
目
に
飛
び
込
み
、
冬
場
に
お
い
て

も
緑
は
力
を
失
う
こ
と
は
な
い
。
宮
崎
市
南
部
か
ら
串
間
市
に
か
け
て
の
海
岸
部
は
昭
和
三
〇
年
に

日
南
海
岸
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
、
以
来
、
多
く
の
観
光
客
を
受
け
入
れ
て
き
た
。
一
方
で
、
あ
ま

り
知
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
西
部
の
山
間
地
エ
リ
ア
に
は
豊
か
な
森
林
と
渓
流
が

幾
つ
か
あ
り
、
格
好
の
自
然
体
験
の
場
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
こ
で
は
「
南
国
感
あ
ふ
れ
る
緑
と
青
の
道
」
を
テ
ー
マ
に
、
主
に
自
然
景
観
を
楽
し
み
、
体
験

で
き
る
代
表
的
な
場
所
を
紹
介
し
て
い
こ
う
。 

 

●
日
南
海
岸
の
絶
景
地
を
巡
る 

〈
青
島
周
辺
〉 

 

宮
崎
市
か
ら
国
道
二
二
〇
号
を
南
下
す
る
と
、
す
ぐ
に
青
島
に
到
着
す
る
。
い
わ
ゆ
る
日
南
海
岸

ら
し
い
風
景
は
こ
の
青
島
を
起
点
と
し
て
日
南
ま
で
続
く
。 

 

青
島
で
ま
ず
目
に
つ
く
の
は
、
国
の
天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
鬼
の

洗
濯
板
（
あ
る
い
は
鬼
の
洗
濯
岩
）
と
呼
ば
れ
る
波
状
岩
で
あ
ろ
う
。
日
南
海
岸
一
帯
は
、
宮
崎
層

群
と
呼
ば
れ
る
固
い
砂
岩
と
軟
ら
か
い
泥
岩
が
繰
り
返
し
積
み
重
な
っ
た
地
層
で
形
成
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
柔
ら
か
い
泥
岩
が
波
で
浸
食
さ
れ
、
固
い
砂
岩
だ
け
が
残
っ
た
も
の
が
鬼
の
洗
濯
板
で
あ
る
。

青
島
は
そ
の
周
辺
を
す
べ
て
広
大
な
波
状
岩
で
囲
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
風
景
は
圧
巻
で
あ
る
。 

 

な
お
、
鬼
の
洗
濯
板
は
青
島
に
限
ら
ず
、
青
島
か
ら
南
約
八
ｋ
ｍ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
巾
着
島
ま
で

の
海
岸
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る
。
青
島
サ
ン
ク
マ
ー
ル
、
道
の
駅
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
、
内
海
地

区
、
い
る
か
岬
な
ど
が
代
表
的
な
場
所
で
あ
る
が
、
気
に
入
っ
た
場
所
を
見
つ
け
て
、
磯
遊
び
を
楽

し
ん
で
み
る
の
も
よ
い
。 

 

さ
て
、
青
島
に
は
も
う
二
つ
の
顔
が
あ
る
。
亜
熱
帯
植
物
の
群
生
地
で
あ
る
こ
と
と
、
海
幸
山
幸

の
伝
承
に
由
来
を
持
つ
青
島
神
社
で
あ
る
。
青
島
神
社
に
つ
い
て
は
、「
神
々
の
ド
ラ
マ
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
記
紀
の
道
」
の
項
で
触
れ
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
「
緑
と
青
の
道
」
に
関
連
し
て
、
亜
熱

帯
性
植
物
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。 

 

島
に
わ
た
っ
て
最
初
に
目
に
入
る
の
は
ビ
ロ
ウ
の
群
落
で
、
島
全
体
は
約
四
三
〇
〇
本
の
ビ
ロ
ウ

の
木
で
覆
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
ビ
ロ
ウ
林
の
な
か
に
続
く
青
島
神
社
の
境
内
は
ま
さ
に
ジ
ャ
ン

グ
ル
を
歩
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
青
島
に
は
熱
帯
及
び
亜
熱
帯
性
植
物
が
二
七
種
存
在
し
、「
青

島
亜
熱
帯
性
植
物
群
落
」
と
し
て
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
植
物
の
由
来
に

写真 1 青島 

地図 2 宮崎市 

写真 2 青島亜熱帯植物園 
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つ
い
て
は
幾
つ
か
の
説
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
群
落
が

形
成
さ
れ
る
ほ
ど
に
、
こ
の
地
域
が
温
暖
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

 

ま
た
、
青
島
参
道
に
隣
接
し
て
青
島
亜
熱
帯
植
物
園
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
世
界
文
化
遺
産
に
も
登

録
さ
れ
て
い
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
植
物
園
と
姉
妹
園
で
あ
り
、
ビ
ロ
ウ
な
ど
１
０
種
類
に
も
及
ぶ
ヤ
シ

科
の
植
物
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
、
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
、
ジ
ャ
カ
ラ
ン

ダ
、
パ
ラ
ボ
ラ
チ
ョ
な
ど
の
亜
熱
帯
花
木
類
が
数
多
く
植
栽
さ
れ
て
い
る
の
も
、
見
逃
せ
な
い
。 

 

青
島
に
限
ら
ず
、
日
南
海
岸
一
帯
で
は
こ
の
温
暖
な
気
候
に
特
徴
的
な
植
物
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
ビ
ロ
ウ
の
ほ
か
ア
コ
ウ
や
ソ
テ
ツ
が
代
表
的
で
あ
ろ
う
。
特
に
ア
コ
ウ
の
木
は
枝
か
ら
垂
れ
下

が
る
ヒ
ゲ
の
よ
う
な
気
根
、
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
幹
、
巨
大
な
樹
冠
な
ど
、
な
か
な
か
印
象
深
い
形

を
し
て
い
る
。
野
島
神
社
の
境
内
に
あ
る
ア
コ
ウ
は
樹
齢
三
百
年
、
樹
高
十
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、

「
内
海
の
ア
コ
ウ
」
と
し
て
国
指
定
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
る
。 

 

な
お
、
青
島
バ
イ
パ
ス
入
口
か
ら
約
二
・
五
ｋ
ｍ
ほ
ど
南
に
行
く
と
青
島
パ
ー
キ
ン
グ
が
あ
り
、

「
と
る
ぱ
」
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
青
島
や
鬼
の
洗
濯
板
を
一
望
で
き
る
の
で
、

休
憩
が
て
ら
立
ち
寄
っ
て
み
た
い
。 

 

〈
堀
切
峠
か
ら
日
南
市
へ
〉 

 

青
島
か
ら
車
で
南
下
す
る
と
一
〇
分
程
度
で
、
堀
切
峠
の
入
り
口
に
さ
し
か
か
る
。
こ
の
あ
た
り

は
山
の
中
腹
に
多
く
の
山
桜
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
。
三
月
中
旬
の
、
国
道
に
沿
っ
た
谷
の
向
こ
う
斜

面
に
淡
い
ピ
ン
ク
色
の
山
桜
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
風
景
は
、
春
の
訪
れ
を
印
象
深

く
私
た
ち
に
告
げ
る
。
そ
し
て
こ
の
山
道
を
抜
け
、
ゆ
る
や
か
な
カ
ー
ブ
を
登
り
切
る
と
、
突
然
に

広
大
な
海
と
空
の
視
界
が
開
け
る
。
そ
こ
が
堀
切
峠
で
あ
る
。 

 

数
本
の
椰
子
の
木
と
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
を
中
心
と
し
て
、そ
の
バ
ッ
ク
に
は
青
い
海
と
空
が
広
が
る
。

こ
の
絵
は
が
き
の
よ
う
な
風
景
は
何
と
い
っ
て
も
宮
崎
観
光
の
定
番
で
あ
ろ
う
。
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の

そ
ば
に
立
つ
と
、
眼
下
に
は
鬼
の
洗
濯
板
が
広
が
り
、
沖
合
に
は
漁
船
や
フ
ェ
リ
ー
な
ど
の
大
型
船

が
行
き
交
う
。
そ
し
て
南
側
に
目
を
や
る
と
、
遠
く
に
は
岬
と
浦
の
入
り
組
ん
だ
リ
ア
ス
式
海
岸
が

見
え
る
。
実
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
眺
め
で
あ
る
。 

 

堀
切
峠
の
す
ぐ
南
側
に
は
「
道
の
駅
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」
が
あ
る
。
道
の
駅
か
ら
道
路
を
挟
ん
だ
海

側
に
は
展
望
用
の
ボ
ー
ド
デ
ッ
キ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
も
ま
た
眼
下
に
鬼
の
洗
濯
板
と

美
し
い
海
が
見
渡
せ
る
。
ボ
ー
ド
デ
ッ
キ
か
ら
崖
下
の
海
ま
で
は
散
策
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
四

季
の
花
々
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と
も
で
き
る
。
さ
ら
に
道
の
駅
の
山
側
も
、
一
年
を
通
し
て
美

し
い
花
木
・
草
花
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
、
道
の
駅
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

と
堀
切
峠
は
、
道
路
沿
い
の
遊
歩
道
で
結
ば
れ
て
い
る
た
め
、
道
の
駅
に
車
を
止
め

て
、
堀
切
峠
ま
で
歩
く
こ
と
も
で
き
る
。 

 

堀
切
峠
か
ら
日
南
市
の
区
間
は
リ
ア
ス
式
海
岸
と
な
っ
て
お
り
、
岬
部
で
は
高
い

位
置
か
ら
海
岸
を
見
晴
ら
し
、
入
り
江
部
で
は
海
岸
に
近
い
レ
ベ
ル
を
走
り
集
落
を

抜
け
て
行
く
。
海
の
色
も
空
の
色
も
季
節
や
天
候
で
様
々
に
変
化
す
る
。
小
さ
な
漁

港
で
は
作
業
を
す
る
住
民
の
方
々
や
、
防
波
堤
で
釣
り
を
し
て
い
る
人
々
も
の
ど
か

な
風
景
の
主
役
で
あ
る
。 

 

こ
の
道
を
し
ば
ら
く
行
く
と
、
日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
巡
り
の
重
要
ポ
イ
ン

ト
、
鵜
戸
神
宮
は
日
南
市
の
市
街
地
に
入
る
直
前
に
あ
る
。
国
道
か
ら
脇
道
に
入
る

と
、
漁
港
や
鬼
の
洗
濯
板
を
眺
め
な
が
ら
神
宮
に
た
ど
り
着
く
。
こ
の
神
宮
周
辺
の

森
と
海
の
風
景
も
絶
品
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
「
神
々
の
ド
ラ
マ
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
記
紀
の
道
」
の
中
で
触
れ
て
い
こ
う
。 

 

〈
日
南
市
か
ら
都
井
岬
へ
〉 

日
南
市
か
ら
国
道
二
二
〇
号
を
南
下
し
、南
郷
か
ら
国
道
四
四
八
号
を
南
に
一
五

分
ほ
ど
行
く
と
「
道
の
駅
な
ん
ご
う
」
に
着
く
。
こ
の
駅
は
海
に
面
し
た
斜
面
の
中

腹
に
あ
る
。
道
の
駅
の
展
望
デ
ッ
キ
か
ら
は
、
左
手
に
は
外
浦
港
が
、
目
前
に
は
観

音
崎
の
造
船
所
等
が
展
開
し
、
こ
の
ま
ち
の
人
々
が
海
と
と
も
に
生
き
て
い
る
こ
と

が
実
感
で
き
る
。
そ
し
て
右
手
側
に
目
を
や
れ
ば
、
青
々
と
し
た
海
の
中
に
、
緑
豊

写真 3 堀切山桜 

写真 4 堀切峠 
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か
な
島
々
や
奇
岩
が
並
ん
で
お
り
、
そ
の
中
を
漁
船
が
行
き
来
す
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。 こ

の
道
の
駅
な
ん
ご
う
の
周
り
に
は
必
見
の
場
所
が
三
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
道
の
駅
の
裏
手
の
山

を
少
し
上
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
山
桜
の
大
木
。
そ
し
て
山
桜
の
大
木
か
ら
少
し
上
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の
群
生
林
で
あ
る
。
裏
山
全
体
で
は
約
一
〇
〇
本
の
山
桜
が
自
生
し
て
い
る
が
、

樹
齢
一
二
〇
年
、
幹
周
り
三
ｍ
の
こ
の
木
は
別
格
で
あ
る
。
二
月
の
終
わ
り
か
ら
三
月
始
め
に
は
そ

の
大
き
な
樹
冠
が
白
め
の
ピ
ン
ク
一
色
に
染
ま
る
。
一
方
、
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
は
五
月
下
旬
か
ら
六
月

末
頃
ま
で
青
紫
色
の
花
が
咲
き
山
の
斜
面
を
埋
め
尽
く
す
。
国
内
で
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の
群
生
林
が
あ

る
の
は
こ
の
地
区
の
み
で
、
開
花
シ
ー
ズ
ン
に
は
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
祭
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
観
光

客
が
訪
れ
る
。 

二
つ
め
は
、
道
の
駅
の
裏
山
を
縫
う
遊
歩
道
で
あ
る
。
多
く
の
椰
子
、
ビ
ロ
ウ
な
ど
の
亜
熱
帯
性

植
物
や
自
然
木
の
椎
の
木
な
ど
が
緑
の
ト
ン
ネ
ル
を
形
成
し
て
お
り
、
ま
た
足
下
に
は
オ
タ
ニ
ワ
タ

リ
や
ク
ワ
ズ
イ
モ
等
の
シ
ダ
類
が
繁
茂
し
て
お
り
、
そ
の
姿
は
ま
さ
に
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
あ
る
。
こ
の

遊
歩
道
は
山
の
急
傾
斜
地
に
沿
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
高
度
の
変
化
に
よ
っ
て
海
は
様
々

な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
。
そ
し
て
三
つ
め
は
、
道
の
駅
の
裏
手
の
山
を
登
り
き
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
宮
崎
県
総
合
農
業
試
験
場
亜
熱
帯
作
物
支
場
内
の
ト
ロ
ピ
カ
ル
ド
ー
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
全
面

ガ
ラ
ス
張
り
の
大
温
室
で
、
中
に
は
亜
熱
帯
果
樹
、
熱
帯
花
卉
が
所
せ
ま
し
と
植
え
ら
れ
て
い
る
。

大
小
の
色
鮮
や
か
な
花
々
や
、
巨
大
な
熱
帯
植
物
、
そ
し
て
な
じ
み
の
少
な
い
熱
帯
性
フ
ル
ー
ツ
が

実
っ
て
い
る
風
景
は
ま
さ
に
南
国
で
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
道
の
駅
な
ん
ご
う
一
帯
は
、
宮
崎
県
総
合
農
業
試
験
場
「
亜
熱
帯
作
物
支
場
」
の
エ

リ
ア
と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る
地
区
で
あ
る
。
こ
の
支
場
は
亜
熱
帯
性
作
物
等
の
新
品
目
開
発
・
改

良
の
た
め
の
試
験
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
亜
熱
帯
作
物
支
場
が
あ
る
山
自
体
を
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
と

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
も
な
っ
て
い
る
。
先
述
の
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
も
そ
の

経
緯
で
植
樹
さ
れ
、
今
に
至
っ
て
い
る
。 

  

道
の
駅
な
ん
ご
う
か
ら
国
道
四
四
八
号
を
一
〇
分
ほ
ど
南
下
す
る
と
幸
島
が
、
そ
し
て
幸
島
か
ら

二
五
分
ほ
ど
南
下
す
る
と
都
井
岬
が
あ
る
。
な
お
、
都
井
岬
に
は
串
間
市
街
地
か
ら
も
ア
プ
ロ
ー
チ

で
き
車
で
三
〇
分
程
度
で
あ
る
。
幸
島
も
都
井
岬
も
「
南
国
感
あ
ふ
れ
る
緑
と
青
の
道
」
を
代
表
す

る
景
勝
地
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
南
国
で
暮
ら
す
動
物
」
が
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

幸
島
は
、
石
波
海
岸
の
沖
合
二
〇
〇
ｍ
に
あ
り
、
周
囲
約
三
・
五
ｋ
ｍ
で
ほ
ぼ
全
域
を
常
緑
広
葉

樹
と
照
葉
樹
林
に
覆
わ
れ
た
島
で
あ
る
。
こ
の
島
で
棲
息
す
る
約
一
〇
〇
匹
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
、
昭

和
九
年
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。
特
に
、
幸
島
の
サ
ル
を
有
名
に
し
た
の
は
、
京
都
大

学
霊
長
類
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
、
一
部
の
サ
ル
が
始
め
た
「
芋
洗
い
行
動
」
が
他

の
サ
ル
そ
し
て
次
世
代
の
サ
ル
に
伝
播
す
る
と
い
う
「
文
化
伝
播
」
の
現
象
で
あ
る
。 

そ
し
て
こ
の
現
象
は
、
サ
ル
の
社
会

構
造
を
研
究
対
象
と
す
る
と
い
う
研
究

グ
ル
ー
プ
の
ス
タ
ン
ス
と
と
も
に
、
日

本
ひ
い
て
は
世
界
に
お
け
る
霊
長
類
研

究
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
幸

島
対
岸
の
市
木
地
区
に
は
京
都
大
学
野

生
動
物
研
究
セ
ン
タ
ー
幸
島
観
察
所
が

置
か
れ
て
お
り
、
観
察
・
研
究
が
続
け

ら
れ
て
い
る
。 

幸
島
に
は
渡
し
船
で
渡
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
こ
の
サ
ル
は
人
に
餌
付
け
さ

れ
て
お
ら
ず
、
観
光
客
が
餌
を
与
え
る

こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
た
め
、
サ
ル

が
人
に
ち
ょ
っ
か
い
を
出
し
た
り
す
る

こ
と
は
な
い
。
サ
ル
は
、
観
光
客
の
存

在
に
か
ま
わ
ず
マ
イ
ペ
ー
ス
で
遊
ん
だ

り
く
つ
ろ
い
だ
り
、
時
に
は
け
ん
か
し

た
り
し
て
い
る
。
そ
の
あ
り
の
ま
ま
の

姿
は
の
ど
か
で
ほ
ほ
え
ま
し
い
。 

 
 

コ
ラ
ム 

ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の
ま
ち
づ
く
り 

ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
は
、
世
界
三
大
花
木
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
南
米
原
産
の
木
で
あ

る
。
昭
和
三
九
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
県
人
会
の
方
が
宮
崎
県
総
合
農
業
試
験
場
亜
熱
帯
作

物
支
場
に
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の
種
を
譲
渡
し
、
同
試
験
場
で
育
成
し
た
の
が
始
ま
り
で

あ
る
。
し
か
し
、
育
成
は
な
か
な
か
難
し
く
、
一
四
年
後
の
昭
和
五
三
年
に
初
め
て

開
花
し
た
。
以
降
、
同
支
場
で
は
苗
木
を
育
成
し
植
栽
し
て
き
て
お
り
、
現
在
で
は

こ
の
地
域
で
七
〇
〇
本
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
唯
一
の
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
群
生
地
と

呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
二
三
年
か
ら
は
、
道
の
駅
な
ん
ご
う
の
指
定

管
理
者
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
中
心
と
な
り
「
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の
街
づ
く
り
事
業
」

を
開
始
し
、
南
郷
町
内
の
道
路
沿
い
、
公
園
、
民
地
の
い
た
る
所
に
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ

を
植
栽
す
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の
成
長
は
比
較
的
早
い
の
で
、

二
〇
年
後
に
は
高
さ
数
メ
ー
ト
ル
に
成
長
す
る
だ
ろ
う
。
薄
紫
色
で
ま
ち
が
染
め
ら

れ
る
「
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の
ま
ち
」
が
出
現
す
る
。 

写真 5 「道の駅なんごう」からの眺め 
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都
井
岬
は
地
図
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
志
布
志
湾
を
形
成
す
る
南
向
き
の
大
き
な
半
島
状

の
陸
地
か
ら
さ
ら
に
岬
が
突
き
出
る
形
状
を
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
宮
崎
県
内
で
は
珍
し
く
海
側

に
沈
む
夕
日
を
眺
め
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
岬
の
突
端
に
は
都
井
岬
灯
台
が
あ
る
が
、
そ
の
場

所
は
海
抜
二
五
五
ｍ
。
こ
の
高
み
か
ら
二
七
〇
度
の
広
さ
を
も
っ
て
眺
め
ら
れ
る
太
平
洋
の
景
観
は

壮
大
で
あ
る
。
朝
日
、
夕
日
の
時
間
帯
は
ま
た
格
別
で
あ
る
。
灯
台
は
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、

灯
台
の
上
か
ら
も
遙
か
太
平
洋
や
志
布
志
湾
を
眺
め
て
み
た
い
。
ち
な
み
に
こ
の
灯
台
は
昭
和
四
年

に
供
用
さ
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
灯
塔
だ
け
は
建
設
当
時
の
も
の
で
あ
る
。
海
の
青
さ
と
岬
の
緑
に

囲
ま
れ
た
白
亜
の
美
し
い
灯
台
と
し
て
、
日
本
の
灯
台
五
〇
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。 

都
井
岬
の
魅
力
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
灯

台
と
海
の
風
景
だ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ

「
御
崎
馬
」
と
呼
ば
れ
る
日
本
在
来
種
の

野
生
馬
の
群
れ
の
方
が
有
名
だ
ろ
う
。
高

鍋
藩
秋
月
家
が
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七

年
）
に
設
置
し
た
藩
営
牧
場
が
御
崎
馬
の

始
ま
り
で
あ
る
が
、
以
来
三
〇
〇
年
以
上

の
間
、
人
為
的
管
理
を
ほ
と
ん
ど
し
な
い

周
年
放
牧
が
な
さ
れ
、
繁
殖
と
育
成
も
自

然
に
ま
か
さ
れ
て
き
た
。
ま
さ
に
野
生
馬

で
あ
る
。
御
崎
馬
は
現
存
す
る
日
本
在
来

馬
の
一
つ
と
し
て
、
昭
和
二
八
年
に
国
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

さ
て
、
こ
の
御
崎
馬
の
一
般
的
解
説
は
こ
の
辺
に
し
て
、
都
井
岬
を
散
策
し
て
み
よ
う
。
岬
の
入

り
口
に
あ
る
駒
止
め
の
門
を
抜
け
る
と
、
そ
こ
か
ら
は
御
崎
馬
の
楽
園
で
あ
る
。
そ
の
ま
ま
進
む
と

道
路
を
馬
の
親
子
が
横
切
っ
た
り
、
路
肩
に
立
っ
て
い
た
り
、
斜
面
か
ら
降
り
て
き
た
り
と
い
う
光

景
が
普
通
に
展
開
し
て
お
り
、
都
井
岬
は
馬
が
主
役
で
あ
る
こ
と
が
実
感
で
き
る
。
そ
し
て
も
う
少

し
進
ん
で
い
く
と
、
広
大
な
丘
で
馬
の
家
族
が
そ
れ
ぞ
れ
に
の
ん
び
り
と
草
を
食
む
穏
や
か
な
風
景

が
見
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
は
是
非
、
車
か
ら
降
り
て
歩
い
て
丘
に
登
っ
て
み
て
欲
し
い
。
広
大
な
海

と
空
を
背
景
に
し
て
の
ん
び
り
と
草
を
食
む
野
生
馬
の
群
れ
は
、
日
南
海
岸
の
観
光
を
代
表
す
る
風

景
で
あ
る
。
そ
し
て
馬
を
間
近
に
見
て
み
よ
う
。
御
崎
馬
は
人
が
餌
付
け
を
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ

っ
て
、数
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
ま
で
近
づ
い
て
も
こ
ち
ら
に
は
無
関
心
で
泰
然
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

馬
の
目
の
表
情
や
毛
並
み
ま
で
、
存
分
に
観
察
で
き
る
。
特
に
、
御
崎
馬
の
赤
ち
ゃ
ん
（
春
駒
）
の

か
わ
い
さ
は
ま
た
格
別
で
あ
る
。
出
産
シ
ー
ズ
ン
は
四
～
五
月
が
ピ
ー
ク
な
の
で
、
こ
の
時
期
を
ね

ら
っ
て
訪
れ
る
の
も
良
い
。 

 

な
お
、
都
井
岬
の
馬
は
も
ち
ろ
ん
自
由
に
見
学
可
能
で
あ
る
が
、
是
非
、「
野
生
馬
ガ
イ
ド
」
さ

ん
に
お
願
い
し
て
見
学
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。申
し
込
み
は「
都
井
岬
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」

で
可
能
で
あ
る
。
こ
の
ガ
イ
ド
さ
ん
、
実
に
博
識
で
、
御
崎
馬
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
都
井
岬
の
動

植
物
の
生
態
系
の
話
、
神
話
や
歴
史
の

話
も
わ
か
り
や
す
く
面
白
く
し
て
い
た

だ
け
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
で
は
御
崎
馬
に
関
す
る
資
料
が
展

示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
都
井
岬
に
関
す

る
ウ
ン
チ
ク
を
身
に
つ
け
て
帰
り
た
い
。 

 

●
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
体
験
ス
ポ
ッ
ト 

 

日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
の
海
は

眺
め
る
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
マ
リ
ン

レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
め
る
。
マ
リ
ン
レ
ジ

ャ
ー
を
中
心
に
組
み
立
て
る
旅
行
を
ブ

ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
ぶ
が
、
せ
っ
か

く
訪
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
ブ
ル
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
要
素
も
組
み
込
ん
で
み

た
い
。 

 

〈
海
水
浴
や
磯
遊
び
〉 

 

最
も
気
軽
に
楽
し
め
る
の
は
海
水
浴

や
磯
遊
び
で
あ
ろ
う
か
。
い
た
る
所
に

地図 3 都井岬周辺 

コ
ラ
ム 

都
井
岬
の
管
理 

都
井
岬
で
の
野
生
馬
の
放
牧
は
、
秋
月
藩
の
牧
場
に
由
来
を
持
つ
こ
と
は
本
文
で

述
べ
た
が
、
現
在
は
地
元
住
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
御
崎
牧
組
合
」
が
共
有
管

理
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
治
維
新
に
と
も
な
っ
て
同
組
合
に
牧
場
の
払
い
下
げ
が

明
治
七
年
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
こ
の
際
、
都
井
岬
の
土
地
だ
け
で
な

く
、
馬
、
木
を
含
め
た
す
べ
て
が
組
合
の
管
理
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
御
崎
馬
は
、

本
当
の
意
味
で
の
野
生
馬
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
一
月
に
は
岬
内
の
草
地
の
育

成
、
害
虫
駆
除
の
た
め
に
野
焼
き
が
行
わ
れ
、
五
月
下
旬
頃
に
は
御
崎
馬
を
柵
に
追

い
込
み
、
ダ
ニ
駆
除
が
行
わ
れ
て
い
る
。
丘
に
広
が
る
の
び
の
び
と
し
た
草
地
、
そ

の
中
で
暮
ら
す
馬
た
ち
の
風
景
は
、
こ
の
よ
う
な
地
元
住
民
の
方
々
の
営
み
の
上
で

保
全
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
心
を
留
め
て
お
き
た
い
。 

写真 6 御崎馬 
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あ
る
鬼
の
洗
濯
板
は
潮
だ
ま
り
も
多
く
比
較
的
安
全
に
磯
遊
び
が
で
き
、
生
物
観
察
に
は
絶
好
の
場

所
で
あ
る
。
ま
た
、
日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
に
は
多
く
の
海
水
浴
場
が
あ
り
、
宮
崎
市
の
青
島

や
白
浜
、
日
南
市
の
大
堂
津
や
富
土
、
串
間
市
の
高
松
海
水
浴
場
が
代
表
的
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
で
な
く
て
も
風
を
浴
び
な
が
ら
浜
辺
を
ゆ
っ
た
り
と
歩
く
の
も
良
い
。
串
間
市
の

石
波
海
岸
は
「
日
本
の
渚
百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
が
、
見
事
な
孤
を
描
い
て
長
く
延
び
て
お
り
、

伸
び
や
か
な
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
の
散
策
に
は
絶
好
の
場
所
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
石
波
海
岸

は
潮
流
の
関
係
で
遊
泳
禁
止
と
な
っ
て
い
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。
日
南
海
岸
に
は
多
く
の
砂
浜
が

あ
る
が
、
遊
泳
禁
止
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。 

 

〈
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
で
竜
宮
城
へ
〉 

船
に
乗
っ
て
海
中
の
景
色
を
楽
し
み
た
い
方
に
は
、
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
が
お
勧
め
で
あ
る
。
日
南
市

南
郷
町
に
は
、日
南
海
中
公
園
を
巡
る
半
潜
水
式
の
水
中
観
光
船「
マ
リ
ン
ビ
ュ
ー
ワ
ー
な
ん
ご
う
」

が
運
行
し
て
い
る
。
こ
の
エ
リ
ア
は
波
も
穏
や
か
な
の
で
、
高
齢
の
方
や
子
供
で
も
安
心
で
あ
る
。

船
底
の
ガ
ラ
ス
越
し
に
は
テ
ー
ブ
ル
サ
ン
ゴ
を
始
め
と
し
た
珊
瑚
類
、
熱
帯
性
も
含
む
様
々
な
魚
類

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

〈
気
分
は
漁
師
の
ト
ビ
ウ
オ
す
く
い
〉 

も
う
一
つ
、
一
般
の
方
で
も
気
楽
に
楽
し
め
る
夏
（
六
～
十
月
）
の
体
験
レ
ジ
ャ
ー
が
串
間
市
都

井
の
「
観
光
ト
ビ
ウ
オ
す
く
い
」
で
あ
る
。
闇
夜
に
出
港
し
、
沖
の
漁
場
に
到
着
す
る
と
強
い
光
の

集
魚
灯
を
焚
く
。ト
ビ
ウ
オ
は
こ
の
光
に
誘
わ
れ
て
集
ま
っ
て
く
る
た
め
、こ
れ
を
大
き
な
タ
モ（
手

網
）
で
勢
い
よ
く
す
く
う
。
女
性
や
子
ど
も
で
も
挑
戦
で
き
、
と
っ
た
魚
は
す
べ
て
持
ち
帰
る
こ
と

が
で
き
る
。
取
れ
た
て
の
ト
ビ
ウ
オ
の
刺
身
は
、
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
た
も
の
と
は
格
段
に
違
う
。 

 〈
よ
り
デ
ィ
ー
プ
に
海
を
楽
し
め
る
サ
ー
フ
ィ
ン
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど
〉 

 

サ
ー
フ
ィ
ン
と
ダ
イ
ビ
ン
グ
は
、
誰
も
が
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
が
日
南
海
岸
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
代
表
選
手
で
あ
る
。
特
に
サ
ー
フ
ィ
ン
の
世
界
で
宮
崎
・
日
南
海
岸
は
全
国
の
み
な
ら
ず
世

界
的
に
も
知
名
度
が
高
い
。
試
し
に
「
宮
崎 

サ
ー
フ
ィ
ン
」
と
ネ
ッ
ト
検
索
し
て
み
て
頂
き
た
い
。

サ
ー
フ
ス
ポ
ッ
ト
や
波
の
状
況
、
シ
ョ
ッ
プ
や
ス
ク
ー
ル
、
移
住
サ
ー
フ
ァ
ー
の
ブ
ロ
グ
、
民
宿
、

大
会
等
々
、サ
ー
フ
ィ
ン
に
関
わ
る
情
報
が
満
載
で
あ
る
。実
際
に
サ
ー
フ
ィ
ン
を
さ
れ
て
い
る
方
々

は
詳
し
い
情
報
を
既
に
お
持
ち
で
あ
る
し
、
情
報
入
手
の
仕
方
も
ご
存
じ
な
の
で
、
こ
こ
で
は
サ
ー

フ
ィ
ン
に
縁
遠
い
方
に
紹
介
し
た
い
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
ー
フ
ァ
ー
の
風
景
」
を
取
り
上
げ
よ
う
。 

 

た
と
え
ば
、
宮
崎
市
木
崎
浜
海
岸
は
、
宮
崎
空
港
の
南
、
青
島
の
北
に
広
が
る

南
北
二
ｋ
ｍ
の
眺
め
の
良
い
ビ
ー
チ
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
大
き
な
大
会
も
開
催
さ

れ
る
有
名
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。
潮
や
天
候
の
状
況
に
も
よ
る
が
、
こ
こ
を
訪
れ
る

と
多
く
の
サ
ー
フ
ァ
ー
が
思
い
思
い
に
波
乗
り
を
楽
し
ん
で
い
る
風
景
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
沖
合
で
浮
か
び
な
が
ら
大
き
な
波
が
来
る
の
を
ず
っ
と
待
っ
て
い

る
者
、
波
の
上
を
ま
っ
す
ぐ
に
岸
に
向
か
っ
て
い
る
者
、
大
き
な
波
に
沿
っ
て
タ

ー
ン
を
決
め
て
い
る
者
。
多
く
の
サ
ー
フ
ァ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
に
波
乗
り
を
楽
し
ん

で
い
る
風
景
は
、
見
て
い
る
こ
ち
ら
も
楽
し
く
な
る
。
日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ

ン
に
は
こ
の
よ
う
な
サ
ー
フ
ィ
ン
ス
ポ
ッ
ト
が
幾
つ
も
あ
り
、
海
岸
沿
い
を
移
動

す
る
際
に
は
、
是
非
、
少
し
沖
の
方
に
も
目
を
向
け
た
い
。 

な
お
、
宮
崎
市
内
の
サ
ー
フ
ァ
ー
た
ち
は
、
他
の
団
体
と
も
共
同
で
定
期
的
に

海
岸
清
掃
を
行
っ
た
り
、
ゴ
ミ
や
駐
車
問
題
な
ど
サ
ー
フ
ァ
ー
と
地
元
住
民
と
の

間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
方
々
も
い
る
。

さ
ら
に
は
、
サ
ー
フ
ィ
ン
を
す
る
た
め
に
県
外
か
ら
海
岸
沿
い
の
小
集
落
に
移
住

し
て
き
た
人
も
多
く
、
そ
の
中
に
は
、
集
落
や
地
域
活
動
の
担
い
手
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
日
南
市
鵜
戸
小
中
学
校
で
は
、
体
育
の
授

業
に
サ
ー
フ
ィ
ン
を
取
り
入
れ
た
サ
ー
フ
ィ
ン
教
室
が
、
日
南
市
サ
ー
フ
ィ
ン
連

盟
の
協
力
の
も
と
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
が
日
南
海
岸
な
ら
で
は

の
地
域
文
化
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。 

ダ
イ
ビ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
・
日
南
・
串
間
市
内
に
あ
る
ダ
イ
ビ
ン
グ
シ

写真 8 サーフィン 

写真 7 石波海岸 



9 

 

ョ
ッ
プ
を
通
じ
れ
ば
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
。
特
に
、
日
南
市
南
郷
町

の
南
郷
海
岸
と
大
島
の
間
に
は
日
南
海
岸
国
定
公
園
の
中
で
も
海
中
公
園
地
区
が
指
定
さ
れ
て
お

り
、
サ
ン
ゴ
や
熱
帯
魚
類
な
ど
様
々
な
海
中
生
物
を
観
察
で
き
る
。
ま
た
、
串
間
市
都
井
岬
沖
に
は

九
州
最
大
規
模
の
テ
ー
ブ
ル
サ
ン
ゴ
の
群
生
地
が
あ
る
。 

 

そ
の
ほ
か
の
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
も
、
釣
り
船
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
や

水
上
バ
イ
ク
な
ど
、
多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
ん
で
い
る
方
々
が
お
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
地
元
の
シ
ョ
ッ
プ
、
あ
る
い
は
観
光
協
会
等
に
問
い
合
わ
せ
て
み
て

ほ
し
い
。 

 

●
山
間
地
エ
リ
ア
で
自
然
体
験 

 

日
南
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
エ
リ
ア
の
西
側
に
位
置
す
る
エ
リ
ア
で
は
、
標
高
は
さ
ほ
ど
高
く
な
い
も

の
の
山
々
が
奥
深
く
連
な
り
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
山
間
地
は
古
く
か
ら
地
域
の
経
済
を
支
え
て
き

た
杉
（
飫
肥
杉
）
の
人
工
林
が
多
い
一
方
で
、
自
然
林
も
か
な
り
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
美
し
い

渓
谷
も
幾
つ
か
あ
り
、
様
々
な
自
然
体
験
が
可
能
で
あ
る
。 

 

〈
宮
崎
自
然
休
養
林
と
加
江
田
渓
谷
〉 

林
野
庁
は
、
国
有
林
の
豊
か
な
自
然
を
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
積
極
的
に
活
用
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
山
岳
、
渓
谷
、
湖
沼
な
ど
と
一
体
と
な
っ
た
美
し
い
森
林
や
ス
ポ
ー
ツ
に

適
し
た
森
林
を
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
と
し
て
選
定
し
て
い
る
。「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

森
」
は
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
森
林
の
特
徴
や
利
用
目
的
に
応
じ
て
、
自
然
休
養
林
、
自
然
観
察
教

育
林
、
風
景
林
、
森
林
ス
ポ
ー
ツ
林
、
野
外
ス
ポ
ー
ツ
地
域
、
風
致
探
勝
林
の
六
種
類
が
あ
る
。
自

然
休
養
林
は
、
特
に
景
観
が
美
し
く
、
保
健
休
養
に
適
し
た
森
林
で
、
自
然
探
勝
、
登
山
、
ハ
イ
キ

ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
複
合
的
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
森
林
に
指
定
さ
れ
る
も
の
で
、
宮
崎
自

然
休
養
林
は
こ
れ
に
あ
た
る
。 

宮
崎
自
然
休
養
林
は
、
九
州
に
残
存
す
る
自
然
林
と
し
て
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
双
石

山
（
ぼ
ろ
い
し
や
ま
）
と
、
原
生
林
に
覆
わ
れ
た
約
八
キ
ロ
続
く
加
江
田
渓
谷
の
一
帯
が
指
定
さ
れ

て
お
り
、
宮
崎
市
と
日
南
市
に
広
が
っ
て
い
る
。
加
江
田
渓
谷
の
渓
流
沿
い
に
は
か
つ
て
林
業
用
の

ト
ロ
ッ
コ
が
走
っ
て
い
た
軌
道
跡
に
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
透
き
通
っ
た
川
を
眺
め
な
が
ら

自
然
林
と
杉
の
人
工
林
の
緑
の
回
廊
を
気
持
ち
よ
く
歩
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
双
石
山
は
標
高

五
〇
九
ｍ
と
高
く
は
な
い
た
め
、
比
較
的
気
軽
に
登
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
山
は
、
照
葉
樹
の
自

然
林
の
他
に
、
奇
岩
が
多
い
こ
と
で
も
有
名
で
、
天
狗
岩
と
呼
ば
れ
る
奇
岩
、
象
の
墓
場
と
呼
ば
れ

る
巨
岩
地
帯
は
、
一
見
の
価
値
が
あ
る
。 

 〈
猪
八
重
渓
谷
と
猪
八
重
の
滝
風
景
林
〉 

 

日
南
市
北
郷
町
を
流
れ
る
広
渡
川
の
支
流
猪
八
重
川
の
さ
ら
に
支
流
猪
八
重
谷
川
に
は
五
重
の
滝

を
中
心
に
二
〇
数
カ
所
の
滝
群
が
あ
り
、

奇
岩
も
多
い
男
性
的
な
渓
流
が
あ
り
猪

八
重
渓
谷
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
猪
八
重

谷
川
の
周
辺
に
は
、
シ
イ
や
タ
ブ
等
の

常
緑
広
葉
樹
の
自
然
林
が
岩
山
の
な
か

に
う
っ
そ
う
と
し
て
広
が
っ
て
お
り
、

猪
八
重
の
滝
風
景
林
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

「
風
景
林
」
と
は
、
先
述
の
林
野
庁
が

指
定
す
る
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
渓
流
沿
い
に
は

片
道
三
ｋ
ｍ
の
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て

い
る
た
め
、
気
軽
に
豊
か
な
自
然
と
ふ

れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の

一
帯
は
「
コ
ケ
の
宝
庫
」
で
も
あ
る
。

渓
谷
で
発
生
す
る
水
霧
と
深
い
森
林
の

お
か
げ
で
、
渓
谷
一
帯
は
一
定
の
湿
度

と
温
度
が
保
た
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
コ

ケ
類
の
成
長
に
良
い
の
だ
ろ
う
。
世
界

中
で
約
一
八
〇
〇
種
類
あ
る
と
い
わ
れ

る
コ
ケ
の
中
の
約
三
〇
〇
種
が
こ
の
渓

谷
一
帯
で
確
認
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

ち
な
み
に
日
南
市
北
郷
町
は
、
森
林
浴
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
の
ほ
か
、
血
圧
の
低
下
や
身
体
の
免

疫
力
の
向
上
な
ど
、
心
身
を
癒
す
効
果
が
高
い
こ
と
が
科
学
的
に
実
証
さ
れ
た
森
林
の
あ
る
エ
リ
ア

と
し
て
、「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」
の
認
定
を
受
け
て
い
る
。
地
元
ガ
イ
ド
と
と
も
に
歩
け
ば
、
猪

八
重
渓
谷
の
魅
力
を
よ
り
深
く
楽
し
む
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

な
お
、
日
南
市
に
は
コ
ケ
博
士
と
呼
ば
れ
、
世
界
的
に
著
名
な
服
部
新
佐
氏
が
開
設
し
た
「
服
部

植
物
研
究
所
」
が
あ
る
。
博
士
は
猪
八
重
渓
谷
を
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
多
く
の
世
界
的
に
珍
し
い

蘚
苔
類
を
発
表
さ
れ
た
。
研
究
所
は
一
般
に
も
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
時
間
が
あ
れ
ば
立
ち
寄
っ
て

み
る
の
も
よ
い
。 

 

●
晩
秋
・
早
春
は
ス
ポ
ー
ツ
観
光
の
最
盛
期 

 

宮
崎
県
は
、
他
の
国
内
地
域
に
比
べ
て
温
暖
で
、
日
照
時
間
や
晴
天
率
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

あ
る
が
、
特
に
宮
崎
市
以
南
の
地
域
す
な
わ
ち
日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
の
エ
リ
ア
は
、
晩
秋
か

ら
早
春
に
か
け
て
の
季
節
に
お
い
て
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。こ
の
温
暖
さ
と
天
候
の
良
さ
か
ら
、

古
く
か
ら
プ
ロ
野
球
の
春
季
キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
て
き
て
お
り
、
近
年
で
は
Ｊ
リ
ー
グ
な
ど
の
プ

写真 9 猪八重渓谷 
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ロ
サ
ッ
カ
ー
の
キ
ャ
ン
プ
や
国
際
的
な
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。 

 
〈
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
キ
ャ
ン
プ
〉 

◆
プ
ロ
野
球 

 

プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
が
宮
崎
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
三
四
年
の
巨
人
キ
ャ
ン

プ
が
最
初
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
五
〇
年
、
チ
ー
ム
数
の
増
減
は
あ
り
な
が
ら
も
、
プ
ロ
野
球
春
季
キ

ャ
ン
プ
は
継
続
し
て
お
り
、
今
で
は
宮
崎
県
の
早
春
二
月
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
。
キ
ャ
ン
プ
シ

ー
ズ
ン
に
は
、
家
族
連
れ
か
ら
コ
ア
な
フ
ァ
ン
ま
で
、
ま
た
、
野
球
関
係
者
や
報
道
関
係
者
も
多
く

宮
崎
を
訪
れ
、
ま
ち
は
キ
ャ
ン
プ
一
色
に
染
ま
る
。
宮
崎
市
を
中
心
と
し
た
宿
泊
施
設
も
、
キ
ャ
ン

プ
シ
ー
ズ
ン
に
は
一
杯
に
な
り
、
夜
の
街
も
賑
わ
う
。
一
説
に
よ
る
と
、
県
全
体
で
の
キ
ャ
ン
プ
効

果
は
一
〇
〇
億
円
を
越
え
る
年
も
あ
る
と
か
。 

 

ち
な
み
に
平
成
二
五
年
の
状
況
を
み
て
み
る
と
、
宮
崎
市
内
三
球
団
、
日
南
市
二
球
団
が
日
南
海

岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
の
エ
リ
ア
で
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
韓
国
の
プ
ロ
野
球
一
球
団

も
二
月
末
～
三
月
初
頭
に
宮
崎
市
を
訪
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
の
エ
リ
ア

外
で
は
あ
る
が
、
日
向
市
で
国
内
一
球
団
（
フ
ァ
ー
ム
）、
韓
国
一
球
団
が
、
西
都
市
で
も
一
球
団

（
フ
ァ
ー
ム
）
が
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
平
成
二
五
年
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
（
侍
ジ
ャ
パ
ン
）

の
合
宿
も
宮
崎
で
行
わ
れ
、
米
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
有
名
選
手
も
参
加
し
、
多
く
の
フ
ァ
ン
が
全
国

か
ら
訪
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。 

◆
サ
ッ
カ
ー 

 

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
キ
ャ
ン
プ
は
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
よ
り
少
し
早
く
、
一
月
中
旬
か
ら
始
ま

る
。
宮
崎
県
は
Ｊ
リ
ー
グ
の
キ
ャ
ン
プ
の
メ
ッ
カ
で
も
あ
る
。
実
際
、
平
成
二
七
年
で
は
Ｊ
１
～
Ｊ

３
で
二
二
チ
ー
ム
が
県
内
で
の
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
て
い
る
。
日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
の
エ
リ

ア
に
お
い
て
は
、
宮
崎
市
で
Ｊ
１
五
チ
ー
ム
、
Ｊ
２
六
チ
ー
ム
が
あ
り
、
日
南
市
で
は
Ｊ
２
一
チ
ー

ム
が
あ
る
。
そ
の
他
は
、
延
岡
市
、
西
都
市
、
都
城
市
、
綾
町
、
高
城
町
が
キ
ャ
ン
プ
会
場
と
な
っ

て
い
る
。 

◆
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

 

宮
崎
の
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
語
る
上
で
、
も
う
一
つ
欠
か
せ
な
い
の
が
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
あ

る
。
ダ
ン
ロ
ッ
プ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
、
昭
和
四
九
年
よ
り
続
く
伝
統
あ
る
国
際
的
ゴ

ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
、
毎
年
一
一
月
に
宮
崎
市
内
の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
る
。
そ
し
て
同

月
最
終
週
に
は
日
本
の
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
メ
ジ
ャ
ー
大
会
で
あ
る
Ｌ
Ｐ
Ｇ
Ａ
ツ
ア
ー
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

シ
ッ
プ
リ
コ
ー
カ
ッ
プ
が
行
わ
れ
る
。
こ
ち
ら
も
平
成
五
年
よ
り
継
続
し
て
宮
崎
市
内
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。 

ダ
ン
ロ
ッ
プ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
は
世
界
的
な
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
多
数
集
結
し
、

リ
コ
ー
カ
ッ
プ
は
最
近
の
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
人
気
も
あ
っ
て
、
多
く
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
全
国
か

ら
来
宮
す
る
。
も
ち
ろ
ん
ゴ
ル
フ
関
係
者
や
マ
ス
コ
ミ
も
多
数
、
滞
在
す
る
。
歓
迎
行
事
や
関
連
行

事
も
行
わ
れ
、
一
一
月
の
宮
崎
は
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
一
色
と
な
る
。 

ま
た
、
平
成
二
五
年
よ
り
は
、
三
月
に
ア
ク
サ
レ
デ
ィ
ス
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
キ
ャ
ン
プ
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
シ
ー
ズ
ン
の
締
め
を
飾
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

２ 

神
々
の
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
記
紀
の
道 

 

宮
崎
県
、
そ
し
て
日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
を
語
る
上
で
「
日
向
神
話
」
は
必
須
で
あ
る
。
古

事
記
の
上
巻
す
べ
て
と
日
本
書
紀
の
第
一
、
二
巻
は
神
代
の
物
語
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
称

し
て
日
本
神
話
ま
た
は
記
紀
神
話
と
呼
ぶ
。
記
紀
神
話
は
そ
の
舞
台
に
よ
っ
て
高
天
原
神
話
、
出
雲

神
話
、
日
向
神
話
に
分
け
て
呼
ば
れ
る
。
日
向
神
話
は
宮
崎
を
舞
台
と
し
て
い
る
と
さ
れ
、
宮
崎
県

内
に
は
多
く
の
日
向
神
話
の
伝
承
地
が
存
在
し
て
い
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
日
向
神
話
に
ま
つ
わ
る
伝
承
を
有
す
る
の
は
宮
崎
県
内
だ
け
に
限
ら
な
い
。
ま
た
、

宮
崎
県
内
で
も
同
一
の
伝
承
を
持
つ
複
数
の
地
域
も
あ
る
。例
え
ば
、宮
崎
県
北
部
の
高
千
穂
町
も
、

宮
崎
県
南
部
の
高
千
穂
峰
、
そ
し
て
鹿
児
島
県
の
笠
沙
は
い
ず
れ
も
天
孫
降
臨
の
地
と
さ
れ
る
。
あ

る
い
は
西
都
市
と
宮
崎
市
木
花
地
区
、
延
岡
市
愛
宕
山
に
は
、
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
と
ニ
ニ
ギ
ノ

ミ
コ
ト
の
同
一
の
伝
承
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
神
代
」
の
話
で
あ
る
の
で
、
ど
ち
ら
が
正
統
か
と
い

う
議
論
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
る
の
も
よ
く
な
い
だ
ろ
う
。
大
切
な
こ
と
は
、
特
定
の
地
を
伝
承
と
結
び

コ
ラ
ム 

ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
宮
崎 

 

日
南
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
の
エ
リ
ア
に
限
ら
ず
、
宮
崎
県
内
で
は
多
く
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

の
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
、
ま
た
国
際
・
国
内
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
社
会
人

や
大
学
等
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
合
宿
も
数
多
い
。
こ
れ
は
宮
崎
の
温
暖
な
気
候
と

晴
天
率
・
日
照
時
間
の
長
さ
の
優
位
性
に
も
よ
る
が
、
も
う
一
つ
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
る

環
境
の
水
準
の
高
さ
に
よ
る
も
の
で
も
あ
る
。
本
文
に
示
し
た
よ
う
に
、
読
売
巨
人
軍
の

キ
ャ
ン
プ
は
昭
和
三
四
年
か
ら
、
そ
し
て
ダ
ン
ロ
ッ
プ
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は

昭
和
四
九
年
か
ら
継
続
し
て
い
る
が
、
以
来
ず
っ
と
宮
崎
の
地
は
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設

の
整
備
を
図
る
と
共
に
、
官
民
を
挙
げ
て
受
け
入
れ
体
制
を
充
実
さ
せ
て
き
た
。
平
成
八

年
に
は
、
宮
崎
県
、
旅
館
組
合
、
県
観
光
協
会
等
に
よ
り
「
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
み
や
ざ
き

推
進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
以
降
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
広
報
や
受
入
体
制
整
備
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
に
よ
る
キ
ャ
ン
プ
・
合
宿
誘
致
活
動
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。 

 

近
年
で
は
、
県
が
「
ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
カ
ル
支
援
事
業
」
を
立
ち
上
げ
、
大
学
病
院
や

民
間
病
院
と
連
携
し
て
、
身
体
管
理
、
運
動
能
力
の
向
上
を
図
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
。 
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つ
け
そ
の
地
域
に
住
む
誇
り
を
生
み
出
そ
う
と
し
た
行
為
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
伝
承
を
大
切
に
し

な
が
ら
連
綿
と
神
々
を
敬
い
生
活
し
て
き
た
そ
の
行
為
で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
る
意
味
で
は
古
来
の

人
々
の
「
伝
承
の
地
と
し
て
の
見
立
て
」
が
現
在
ま
で
の
「
く
に
づ
く
り
」「
地
域
づ
く
り
」
の
基

盤
と
な
っ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
こ
そ
が
、
か
け
が
え
の
な
い
地
域
の
文
化
で
あ
る
。 

と
い
い
つ
つ
も
、
西
都
市
の
西
都
原
古
墳
群
を
中
心
と
し
た
多
く
の
古
墳
群
の
存
在
か
ら
、
こ
の

地
域
が
中
央
集
権
と
強
い
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
専
門
家
も
認
め
る
と
こ
ろ
で

も
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
神
話
の
底
深
さ
で
あ
ろ
う
。 

 

 

こ
こ
で
は
、
日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
エ
リ
ア
で
の
神
話
ゆ
か
り
の
地
を
紹
介
し
た
い
が
、
そ

の
基
本
的
知
識
と
し
て
ま
ず
は
神
々
の
系
譜
と
ス
ト
ー
リ
ー
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
神
話
の

あ
ら
ま
し
を
ま
ず
記
述
し
て
、
次
い
で
そ
の
話
に
ゆ
か
り
の
あ
る
地
を
紹
介
す
る
形
で
整
理
し
て
お

く
。
た
だ
し
、
日
向
神
話
ゆ
か
り
の
地
は
宮
崎
県
内
あ
る
い
は
他
県
に
も
散
在
し
て
お
り
、
日
南
海

岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
の
エ
リ
ア
に
限
定
し
て
紹
介
す
る
こ
と
は
逆
に
神
話
の
面
白
さ
を
削
ぐ
こ
と
に

な
る
。
こ
こ
で
は
、
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
エ
リ
ア
の
み
に
限
定
せ
ず
、
あ
わ
せ
て
巡
る
こ
と
を
念
頭
に

入
れ
て
主
要
な
ゆ
か
り
の
地
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。 

 

〈
国
生
み
・
神
生
み
〉 

 

原
初
の
ど
ろ
ど
ろ
と
し
て
い
た
世
界
に
お
い
て
天
地
が
分
か
れ
た
後
、
天
で
あ
る
高
天
原
（
た
か

ま
が
は
ら
）
に
次
々
と
神
が
生
ま
れ
、
最
後
に
現
れ
た
の
が
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
の
男
女
一
対
の

神
で
あ
る
。
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
は
下
界
に
国
を
作
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
一
四
の
島
々
と
四
〇

の
神
々
を
生
ん
だ
。
イ
ザ
ナ
ミ
は
最
後
の
火
の
神
を
生
ん
だ
後
大
や
け
ど
を
負
っ
て
死
に
、
黄
泉
の

国
に
行
っ
て
し
ま
う
。
イ
ザ
ナ
ギ
は
妻
に
合
い
に
黄
泉
の
国
に
行
く
が
、
そ
こ
で
無
残
な
姿
と
な
っ

た
妻
を
み
て
驚
き
、
地
上
に
逃
げ
帰
る
。 

 

地
上
に
戻
っ
た
イ
ザ
ナ
ギ
は
「
筑
紫
の
日
向
の
橘
の
小
戸
の
阿
波
岐
原
」
で
禊
ぎ
を
行
う
。
そ
の

と
き
に
多
く
の
神
々
が
生
ま
れ
、
そ
の
最
後
に
生
ま
れ
た
の
が
、
高
天
原
を
治
め
る
ア
マ
テ
ラ
ス
オ

オ
ミ
カ
ミ
、
夜
の
国
を
治
め
る
ツ
ク
ヨ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
、
海
を
治
め
る
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
で
あ
る
。 

●
「
筑
紫
の
日
向
の
橘
の
小
戸
の
阿
波
岐
原
」
は
、
神
社
で
奏
上
さ
れ
る
祓
詞
の
中
に
今
も
残
る
フ

レ
ー
ズ
で
あ
る
が
、
そ
の
場
所
は
現
在
の
宮
崎
市
阿
波
岐
原
町
と
さ
れ
て
い
る
。
同
町
に
あ
る
「
江

田
神
社
」
は
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
を
祀
る
。
創
建
は
不
明
で
あ
る
が
、｢

続
日
本
後
紀｣(

八
三
七

年
・
承
和
四
年)

で
は｢

江
田
神
社｣

と
し
て
官
社
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
由
緒
は
古
い
。
神
社
の
す

ぐ
近
く
に
は
イ
ザ
ナ
ギ
が
禊
ぎ
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
静
謐
な
御
池
（
み
そ
ぎ
池
）
が
あ
る
。
こ
の
一

帯
は
、「
阿
波
岐
原
森
林
公
園
（
市
民
の
森
）」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
宮
崎
市
市
街
地
に
近
い
な
が

ら
も
鬱
蒼
と
し
た
林
が
広
が
っ
て
い
る
。
神
社
の
境
内
に
は
ク
ス
の
大
木
等
も
あ
り
、
こ
の
エ
リ
ア

全
体
が
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。 

 

〈
天
岩
戸
隠
れ
〉 

 

ス
サ
ノ
オ
は
イ
ザ
ナ
ギ
か
ら
海
を
治
め
る
よ

う
命
じ
ら
れ
た
の
だ
が
、
黄
泉
の
国
の
母
が
恋

し
い
と
泣
き
わ
め
き
乱
暴
狼
藉
を
は
た
ら
く
。

こ
れ
を
恐
れ
た
ア
マ
テ
ラ
ス
が
天
岩
戸
（
あ
ま

の
い
わ
と
）
と
い
う
洞
窟
に
隠
れ
、
岩
の
扉
を

閉
め
て
し
ま
う
と
世
界
は
闇
に
包
ま
れ
る
。
八

百
万
の
神
は
困
り
果
て
、
天
の
安
河
原
（
あ
ま

の
や
す
が
わ
ら
）
に
集
ま
り
、
事
態
を
打
開
す

る
作
戦
を
相
談
す
る
。
そ
の
作
戦
は
・
・
・「
天

の
岩
戸
の
前
で
神
々
が
大
宴
会
を
し
、
女
神
ア

メ
ノ
ウ
ズ
メ
ノ
ミ
コ
ト
が
色
っ
ぽ
く
お
も
し
ろ

お
か
し
く
踊
る
。
何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と

ア
マ
テ
ラ
ス
が
外
を
の
ぞ
い
た
瞬
間
に
、
力
持

ち
の
タ
ヂ
カ
ラ
オ
ノ
ミ
コ
ト
が
天
岩
戸
を
開
け

放
ち
、
ア
マ
テ
ラ
ス
を
外
に
連
れ
出
す
」
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
作
戦
は
首
尾
良
く
成
功
し
、

こ
の
夜
に
光
が
戻
る
。
ス
サ
ノ
オ
は
出
雲
国
に

追
放
さ
れ
る
。（
出
雲
神
話
は
ス
サ
ノ
オ
が
出
雲

に
た
ど
り
着
く
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。） 

●
こ
こ
ま
で
は
高
天
原
（
天
上
界
）
の
話
で
は
あ
る
が
、
宮
崎
県
北
部
の
高
千
穂
町
に
は
強
力
な
ゆ

か
り
の
地
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
高
千
穂
町
の
中
心
部
か
ら
岩
戸
川
を
少
し
上
る
と
、
天
岩
戸
神

社
と
天
安
河
原
が
あ
る
。
天
岩
戸
神
社
は
、
岩
戸
川
を
挟
ん
で
西
本
宮
と
東
本
宮
が
あ
り
、
西
本
宮

の
主
祭
神
が
ア
マ
テ
ラ
ス
で
あ
る
。
西
本
宮
の
対
岸
の
山
の
中
腹
に
は
ア
マ
テ
ラ
ス
が
隠
れ
た
天
岩

家
が
あ
る
。
天
安
河
原
は
神
社
か
ら
川
沿
い
の
遊
歩
道
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
一
〇
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ

に
あ
る
。
岩
戸
川
の
す
ぐ
傍
ら
に
広
い
洞
窟
が
あ
り
、
こ
こ
で
八
百
万
の
神
が
集
い
、
ア
メ
ノ
ウ
ズ

メ
が
舞
っ
た
。
鬱
蒼
と
し
た
木
々
に
覆
わ
れ
た
洞
窟
の
暗
が
り
の
も
と
に
は
多
く
の
石
が
段
状
に
積

ま
れ
、
一
方
で
は
目
の
前
に
清
冽
な
渓
流
が
流
れ
て
い
る
。
神
聖
か
つ
あ
る
種
の
す
ご
み
を
感
じ
る

風
景
が
広
が
る
。 

 

〈
天
孫
降
臨
〉 

 

ア
マ
テ
ラ
ス
は
、
孫
の
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
を
地
上
の
葦
原
中
国
（
あ
し
は
ら
の
な
か
つ
く
に
）
を

治
め
る
よ
う
に
命
じ
る
。
ニ
ニ
ギ
は
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
や
道
案
内
の
サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
と
天
降
り

す
る
。
ニ
ニ
ギ
は
、
朝
日
が
正
面
か
ら
さ
し
、
夕
日
が
輝
く
日
向
の
地
に
大
き
な
家
を
建
て
て
住
む

こ
と
に
す
る
。（
こ
こ
か
ら
が
日
向
神
話
の
始
ま
り
で
あ
る
。） 

写真 10 みそぎ池 
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●
天
孫
降
臨
は
、「
筑
紫
の
日
向
の
高
千
穂
の
く
し
ふ
る
峰
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
宮
崎
県
内
で
は

北
部
の
高
千
穂
町
と
南
部
の
宮
崎
県
と
鹿
児
島
県
に
ま
た
が
る
高
千
穂
峰
が
、
そ
の
地
と
伝
え
ら
れ

る
。
高
千
穂
町
に
は
槵
触
（
く
し
ふ
る
）
神
社
が
あ
る
。
神
社
周
辺
に
は
、
天
孫
降
臨
後
、
神
々
が

遥
拝
し
た
場
所
と
い
わ
れ
る
「
高
天
原
」
や
、
降
臨
の
際
に
こ
の
地
に
水
種
を
移
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
る
天
真
名
井
（
あ
ま
の
ま
な
い
）
も
あ
る
。
神
社
も
含
め
、
こ
の
一
帯
は
森
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
雰
囲
気
に
満
ち
て
い
る
。 

●
日
向
風
土
記
で
は
「
日
向
の
高
千
穂
の
二
上
山
の
峯
」
と
さ
れ
る
。
昔
は
二
上
山
全
体
が
ご
神
体

と
さ
れ
て
い
た
が
、
後
に
、
麓
の
高
千
穂
町
押
方
に
二
上
神
社
が
、
五
ヶ
瀬
町
宮
ノ
原
に
三
ケ
所
神

社
が
建
立
さ
れ
、
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
を
祀
っ
て
い
る
。 

●
南
の
高
千
穂
峰
の
山
頂
に
は
、
ニ
ニ
ギ
が
降
臨
し
た
と
き
に
突
き
立
て
た
と
さ
れ
る
、
青
銅
製
の

天
逆
鉾
が
立
っ
て
い
る
（
坂
本
龍
馬
が
新
婚
旅
行
で
登
山
し
、
こ
の
鉾
を
引
き
抜
い
た
と
の
逸
話
も

有
名
で
あ
る
）。
山
麓
の
鹿
児
島
県
側
に
は
霧
島
神
宮
が
あ
り
、
ニ
ニ
ギ
を
主
祭
神
と
し
て
祀
っ
て

い
る
。
こ
ち
ら
の
神
社
は
旧
官
幣
大
社
で
広
大
な
敷
地
を
持
ち
、
社
殿
や
老
木
が
立
派
で
見
応
え
が

あ
る
。
日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
か
ら
は
そ
う
遠
く
な
い
の
で
、
周
遊
コ
ー
ス
に
取
り
入
れ
て
み

た
い
。 

●
な
お
、
宮
崎
県
高
千
穂
町
の
高
千
穂
神
社
は
、
高
千
穂
郷
八
十
八
社
の
総
社
で
、
主
祭
神
は
、
高

千
穂
皇
神
（
た
か
ち
ほ
す
め
が
み
）
と
二
之
御
殿
の
十
社
大
明
神
で
あ
る
。
高
千
穂
皇
神
は
日
向
三

代
と
呼
ば
れ
る
皇
祖
神
と
そ
の
配
偶
神
で
、
ニ
ニ
ギ
と
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
、
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
（
山
幸
）
と
ト

ヨ
タ
マ
ヒ
メ
、
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
と
タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
の
総
称
で
、
十
社
大
明
神
は
神
武
天
皇
の
一

族
神
の
総
称
で
あ
る
。
高
千
穂
神
社
の
参
道
か
ら
境
内
は
夫
婦
杉
な
ど
多
く
の
杉
の
巨
木
が
並
ん
で

お
り
、
ま
た
社
殿
は
古
く
大
き
く
、
神
秘
的
な
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

〈
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
と
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
〉 

 

あ
る
日
、
ニ
ニ
ギ
は
美
し
い
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
に
出
会
う
。
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
の
父
で

あ
る
オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
は
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
と
イ
ワ
ナ
ガ
ヒ
メ
を
ニ
ニ
ギ
に
送
る
。
し

か
し
、
ニ
ニ
ギ
は
容
姿
の
劣
る
イ
ワ
ナ
ガ
ヒ
メ
を
返
し
、
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
と
一
夜
の
契
り
を

結
ぶ
。
一
夜
で
子
が
で
き
た
こ
と
を
ニ
ニ
ギ
が
疑
っ
た
た
め
、
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
は
戸
の
な
い

産
屋
を
作
り
「
天
孫
の
子
で
あ
れ
ば
無
事
に
生
ま
れ
よ
う
」
と
、
産
屋
に
入
り
火
を
つ
け
る
。
こ
の

中
で
無
事
生
ま
れ
た
の
が
ホ
デ
リ
ノ
ミ
コ
ト
、
ホ
ス
セ
リ
ノ
ミ
コ
ト
、
ホ
オ
リ
ノ
ミ
コ
ト
で
あ
る
。 

●
西
都
市
と
宮
崎
市
木
花
地
区
、
そ
し
て
延
岡
市
愛
宕
山
と
可
愛
岳
が
、
こ
の
伝
承
の
ゆ
か
り
の
地

で
あ
る
。
西
都
市
妻
北
地
区
に
は
、
二
人
が
出
会
っ
た
逢
初
川
が
あ
り
、
ま
た
二
人
の
新
居
を
構
え

た
八
尋
殿
、
産
屋
で
あ
る
無
戸
室
（
う
つ
む
ろ
）、
産
湯
を
つ
か
っ
た
児
湯
の
池
が
あ
る
。
ま
た
、

都
萬
（
つ
ま
）
神
社
は
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
を
主
祭
神
と
し
て
祀
り
、
古
く
か
ら
縁
結
び
の
神
と

し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
す
ぐ
近
辺
の
西
都
原
古
墳
群
の
中
に
あ
る
巨
大
な
二
つ
の
古
墳
、
す
な
わ

ち
男
狭
穂
塚
（
お
さ
ほ
づ
か
）、
女
狭
穂
塚
（
め
さ
ほ
づ
か
）
は
、
ニ
ニ
ギ
と
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ

メ
の
御
陵
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
日
本
最
大
の
帆
立
貝
形
古
墳
で
、
後
者
は
九
州
最
大
の

前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
宮
内
庁
陵
墓
参
考
地
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に

西
都
原
古
墳
群
は
、
三
〇
〇
以
上
の
古
墳
が
集
積
す
る
日
本
最
大
級
の
古
墳
群
で
、
三
世
紀
～
七
世

紀
前
半
に
か
け
て
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
広
大
な
大
地
の
中
の
幾
多
の
古
墳
が
点
在
す
る
風
景
は

結
構
な
迫
力
が
あ
る
。
西
都
原
古
墳
群
の
周
辺
に
は
新
田
原
古
墳
群
（
新
富
町
）、
持
田
古
墳
群
（
高

鍋
町
）、
生
目
古
墳
群
（
宮
崎
市
）
な
ど
、
多
く
の
古
墳
群
が
存
在
し
、
か
つ
て
こ
の
地
が
大
き
な

勢
力
を
持
ち
、
ヤ
マ
ト
政
権
と
繋
が
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

●
宮
崎
市
木
花
地
区
に
は
木
花
神
社
が
あ
り
、
ニ
ニ
ギ
と
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
を
祀
っ
て
い
る
。

境
内
に
は
産
湯
に
使
っ
た
と
さ
れ
る
霊
泉
桜
川
や
、
無
戸
室
の
跡
が
あ
る
（
西
都
の
都
萬
神
社
を
流

れ
る
川
も
桜
川
で
あ
る
）。
こ
ち
ら
は
西
都
妻
北
地
区
と
は
異
な
り
、
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
空
間
に
展

開
し
て
い
る
が
、
青
島
も
近
い
こ
と
か
ら
比
較
的
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
で
あ
る
。 

●
延
岡
市
愛
宕
山
は
古
来
、
笠
沙
と
呼
ば
れ
、
こ
の
地
で
ニ
ニ
ギ
と
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
が
出
会

い
結
婚
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
延
岡
市
北
川
町
に
は
宮
内
庁
か
ら
認
定
さ
れ
た
ニ
ニ
ギ
の
御
陵

墓
参
考
地
で
あ
る
経
塚
古
墳
が
あ
る
。 

●
イ
ワ
ナ
ガ
ヒ
メ
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
古
事
記
、
日
本
書
紀
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

西
都
市
銀
鏡(

し
ろ
み)

地
区
、
西

米
良
村
小
川
地
区
周
辺
に
は
、
イ

ワ
ナ
ガ
ヒ
メ
に
ま
つ
わ
る
話
が
伝

承
さ
れ
て
い
る
。
イ
ワ
ナ
ガ
ヒ
メ

は
ニ
ニ
ギ
に
返
さ
れ
た
後
、
鏡
を

見
て
は
自
分
が
美
人
に
生
ま
れ
な

か
っ
た
こ
と
を
嘆
い
て
い
た
が
、

あ
る
日
、
そ
の
鏡
を
放
り
投
げ
て

し
ま
う
。
そ
の
鏡
が
落
ち
た
先
が

西
都
市
銀
鏡
地
区
で
あ
り
、
そ
の

鏡
が
銀
鏡
神
社
に
祀
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
イ
ワ
ナ
ガ
ヒ
メ
は
失

意
の
あ
ま
り
家
を
出
て
西
米
良
村

小
川
地
区
に
た
ど
り
着
き
、
そ
の

後
、
川
に
身
を
投
げ
て
亡
く
な
っ

た
と
伝
え
ら
れ
る
。
小
川
地
区
に

あ
る
米
良
神
社
に
は
イ
ワ
ナ
ガ
ヒ

メ
と
そ
の
父
で
あ
る
オ
オ
ヤ
マ
ズ

ミ
ノ
ミ
コ
ト
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

 

写真 11 西都原 
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〈
海
幸
山
幸
〉 

 
兄
の
ホ
デ
リ
は
海
の
も
の
を
と
る
の
で
海
幸
彦
、
弟
の
ホ
オ
リ
は
山
の
も
の
を
と
る
の
で
山
幸
彦

と
呼
ば
れ
る
。
あ
る
日
、
山
幸
彦
は
兄
の
海
幸
彦
に
頼
ん
で
互
い
の
道
具
を
取
り
替
え
る
こ
と
を
提

案
す
る
。
し
か
し
、
山
幸
彦
は
漁
に
慣
れ
な
い
た
め
釣
り
針
を
魚
に
と
ら
れ
な
く
し
て
し
ま
う
。
海

幸
彦
は
そ
れ
を
断
固
と
し
て
許
さ
な
い
。
困
っ
た
山
幸
彦
が
海
辺
で
泣
い
て
い
る
と
、
シ
オ
ツ
チ
ノ

カ
ミ
が
海
神
宮
（
ワ
タ
ツ
ミ
ノ
ミ
ヤ
）
に
行
く
よ
う
に
言
う
。 

 

山
幸
彦
は
海
神
宮
に
行
き
、
そ
こ
で
ワ
タ
ツ
ミ
ノ
カ
ミ
の
娘
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
と
結
ば
れ
て
三
年
間

を
幸
せ
に
暮
ら
す
。
そ
し
て
ワ
タ
ツ
ミ
に
相
談
し
、
鯛
の
の
ど
に
引
っ
か
か
っ
て
い
た
釣
り
針
を
手

に
入
れ
る
。山
幸
彦
は
こ
の
釣
り
針
と
潮
を
操
る
こ
と
が
で
き
る
二
つ
の
不
思
議
な
玉
を
受
け
取
り
、

陸
に
戻
る
。 

 

山
幸
彦
が
呪
文
を
唱
え
て
釣
り
針
を
海
幸
彦
に
返
す
と
、
海
幸
彦
は
次
第
に
貧
し
く
な
り
、
最
後

に
は
山
幸
彦
に
攻
め
込
ん
で
く
る
。
山
幸
彦
は
不
思
議
な
玉
を
使
っ
て
海
幸
彦
を
溺
れ
さ
せ
、
服
従

さ
せ
る
。 

●
海
神
宮
は
青
島
の
沖
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、
山
幸
彦
が
海
神
宮
か
ら
帰
っ
て
き
た
際
、
青
島
に
た
ど

り
着
き
住
ま
れ
た
場
所
に
青
島
神
社
が
あ
る
。
神
社
に
は
山
幸
彦
と
そ
の
妻
で
あ
る
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ

が
祀
ら
れ
て
お
り
、
縁
結
び
・
安
産
・
航
海
安
全
の
神
と
し
て
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い

る
。
神
社
の
境
内
に
は
先
述
し
た
よ
う
に
亜
熱
帯
の
植
物
が
繁
茂
し
て
お
り
、
神
聖
で
あ

り
な
が
ら
ど
こ
か
明
る
い
雰
囲
気
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
毎
年
一
月
の
成
人
の
日
に
は
、

村
人
が
着
物
を
着
る
暇
も
な
く
海
に
飛
び
込
ん
で
山
幸
彦
を
出
迎
え
た
と
い
う
故
事
に
ち

な
ん
だ｢

裸
参
り｣

の
祭
が
行
わ
れ
る
。
多
く
の
老
若
男
女
が
列
を
な
し
て
参
道
を
抜
け
、

真
冬
の
冷
た
い
海
に
入
っ
て
禊
ぎ
を
行
い
、
そ
の
ま
ま
神
社
に
参
拝
す
る
。
こ
の
祭
り
に

は
事
前
に
申
し
込
め
ば
誰
で
も
参
加
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
見
る
だ
け
で
も
十
分
に
楽
し
め

る
。 

●
戦
い
の
勝
者
で
あ
る
山
幸
彦
を
祀
る
神
社
は
数
多
い
が
、
敗
者
で
あ
る
海
幸
彦
を
主
祭

神
と
す
る
神
社
は
全
国
に
た
だ
一
社
し
か
な
い
。
そ
れ
が
日
南
市
北
郷
町
に
あ
る
潮
獄
（
う

し
お
だ
け
）
神
社
で
あ
る
。
負
け
た
海
幸
彦
が
船
で
逃
げ
、
た
ど
り
着
い
た
場
所
が
こ
の

地
と
さ
れ
る
。
海
か
ら
は
遠
く
、
か
な
り
奥
に
入
り
込
ん
だ
場
所
の
山
際
に
ひ
っ
そ
り
と

た
た
ず
ん
で
い
る
。
こ
の
地
区
の
人
々
は
、
逃
げ
て
き
た
海
幸
彦
を
温
か
く
迎
え
た
と
の

伝
承
が
あ
る
が
、
今
で
も
伝
承
に
因
ん
で
縫
い
針
の
貸
借
が
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
い
る
。
神

話
が
千
年
を
超
え
て
生
活
に
根
付
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

〈
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
の
出
産
〉 

 

山
幸
彦
の
も
と
に
、
身
重
の
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
が
海
か
ら
現
れ
る
。
山
幸
彦
は
急
い
で
洞

窟
の
中
に
産
屋
を
建
て
る
。
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
は
「
出
産
中
に
決
し
て
中
を
見
な
い
よ
う
に
」

と
言
っ
た
が
、
山
幸
彦
は
産
屋
を
覗
き
、
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
の
本
当
の
姿
で
あ
る
ワ
ニ
（
サ

メ
）
を
見
て
し
ま
う
。
生
ま
れ
た
子
は
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
ノ
ミ
コ
ト
で
あ
る
。
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
は

本
当
の
姿
を
見
ら
れ
た
こ
と
を
悲
し
み
、
子
を
残
し
て
海
に
帰
っ
て
し
ま
う
。 

●
日
南
市
の
鵜
戸
神
宮
は
、
こ
の
産
屋
が
あ
っ
た
洞
窟
に
建
て
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
奇
岩
が
連

な
る
海
岸
壁
の
参
道
を
下
っ
て
い
く
と
、
海
に
そ
の
入
り
口
を
向
け
た
大
き
な
洞
窟
が
あ
る
。
洞
窟

の
暗
が
り
の
中
に
は
あ
ざ
や
か
な
朱
塗
り
の
神
宮
が
あ
り
、
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
ノ
ミ
コ
ト
を
主
祭

神
と
し
て
祀
る
。
洞
窟
の
中
に
は
、
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
が
海
に
帰
る
際
に
、
自
分
の
乳
房
を
引
き
ち
ぎ

り
張
り
つ
け
た
と
言
わ
れ
る
「
お
乳
岩
」
が
あ
る
。
ま
た
、
洞
窟
の
前
の
海
に
は
「
亀
石
」
と
呼
ば

れ
る
石
が
あ
り
、
参
拝
客
は
運
玉
を
投
げ
、
運
を
占
う
。
こ
の
亀
石
は
、
ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
が
乗
っ
て

き
た
亀
で
あ
る
が
、
ヒ
メ
が
急
に
海
に
帰
っ
た
こ
と
を
知
ら
ず
に
待
ち
続
け
、
石
に
な
っ
た
も
の
と

伝
え
ら
れ
る
。 

 

な
お
、
こ
の
神
宮
は
八
世
紀
よ
り
仁
王
護
国
寺
と
し
て
神
仏
習
合
で
あ
っ
た
た
め
、
神
宮
の
建
物

に
は
寺
院
建
築
の
面
影
が
あ
り
、近
辺
に
は
、磨
崖
仏
や
別
当
墓
地
な
ど
寺
ゆ
か
り
の
史
跡
も
多
い
。 

 

〈
タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
と
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
〉 

 

ト
ヨ
タ
マ
ヒ
メ
は
子
供
の
こ
と
を
心
配
し
、
妹
の
タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
を
山
幸
の
も
と
に
送
り
乳
母
と

写真 13 青島神社本殿 
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す
る
。
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
は
タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
と
結
婚
し
四
人
の
子
供
を
も
う
け
る
が
、
そ
の
末
弟

が
カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
（
後
の
神
武
天
皇
）
で
あ
る
。 

●
カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ヒ
コ
に
関
連
す
る
場
所
は
九
州
内
に
多
く
あ
る
が
、
県
内
で
は
特
に
高
原
町

に
集
中
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
生
誕
地
と
さ
れ
る
皇
子
原
や
狭
野
神
社
、
生
誕
の
際
に
体
を
祓
い

清
め
た
祓
原
・
祓
川
、
そ
し
て
誕
生
の
際
、
タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
が
諸
物
を
洗
い
清
め
た
場
所
で
あ
る
血

捨
之
木
、
そ
し
て
父
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
を
共
に
皇
居
で
あ
る
宮
の
宇
都
な
ど
、
ゆ
か
り
の
地
の
オ

ン
パ
レ
ー
ド
で
あ
る
。 

●
日
南
市
の
宮
浦
神
社
は
タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
の
住
居
跡
に
立
つ
と
伝
え
ら
れ
、
近
所
に
は
玉
依
姫
陵
も

あ
る
。 

 

〈
神
武
東
征
〉 

 

カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ヒ
コ
は
一
五
才
で
皇
太
子
と
な
り
ア
ヒ
ラ
ツ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
と
結
婚
す
る
。

そ
し
て
四
五
才
に
な
っ
た
と
き
、
シ
オ
ツ
チ
か
ら
「
こ
こ
よ
り
東
の
方
に
良
い
土
地
が
あ
る
」
と
提

案
さ
れ
、
大
勢
の
友
を
率
い
て
美
々
津
か
ら
船
出
す
る
。
こ
の
後
、
カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ヒ
コ
は
大

和
地
方
を
平
定
し
、
初
代
の
天
皇
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
神
武
天
皇
で
あ
る
。 

●
カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ヒ
コ
は
長
じ
て
宮
崎
の
宮
に
向
か
う
が
、
そ
の
前
に
、
日
南
市
駒
宮
神
社
の

地
で
ア
ヒ
ラ
ツ
ヒ
メ
を
妻
に
迎
え
て
過
ご
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
日
南
市
油
津
に
あ
る
吾
平
津

神
社
は
、
ア
ヒ
ラ
ツ
ヒ
メ
を
主
祭
神
と
し
、
通
称｢

乙
姫
神
社｣
と
呼
ば
れ
る
。
ア
ヒ
ラ
ツ
ヒ
メ
は
神

武
天
皇
の
東
征
に
は
同
行
せ
ず
、
こ
の
地
に
残
っ
た
。 

●
宮
崎
市
宮
崎
神
宮
は
、
カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ヒ
コ
が
東
征
以
前
に
宮
を
営
ん
だ
地
と
さ
れ
る
。
現

在
は
宮
崎
市
の
市
街
地
の
中
に
取
り
囲

ま
れ
て
い
る
が
、
社
殿
の
周
辺
に
は
大
き

く
う
っ
そ
う
と
し
た
森
が
あ
り
、
周
囲
の

喧
噪
か
ら
は
全
く
隔
絶
し
た
静
寂
な
雰
囲

気
が
あ
る
。
神
宮
の
す
ぐ
近
所
に
は
、
東

征
す
る
ま
で
の
皇
居
跡
と
伝
え
ら
れ
る
皇

宮
屋
も
あ
る
。 

●
日
向
市
美
々
津
の
立
磐
神
社
は
、
カ
ム

ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ヒ
コ
が
東
征
の
際
に
戦
勝

と
海
上
安
全
を
祈
願
し
た
場
所
に
あ
る
と

伝
え
ら
れ
る
。
境
内
に
は
、
船
出
の
際
に

腰
掛
け
て
い
た
と
い
う
「
お
腰
掛
け
岩
」

が
祀
ら
れ
て
い
る
。
境
内
は
耳
川
の
河
口

で
水
際
が
近
く
、
比
較
的
伸
び
や
か
な
雰

囲
気
を
持
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
昭
和

一
七
年
に
建
立
さ
れ
た
「
日
本
海
軍
発
祥

の
地
」
の
記
念
碑
も
境
内
に
あ
る
。 

 

〈
各
地
に
伝
え
ら
れ
る
神
楽
〉 

 

宮
崎
県
内
に
は
日
向
神
話
に
ゆ
か
り
あ

る
地
域
が
多
く
あ
る
が
、
同
時
に
、
県
内

各
地
で
は
二
百
以
上
の
神
楽
が
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
神
楽
に
は
、

日
向
神
話
に
関
わ
る
神
様
だ
け
で
な
く
、
そ
の
土
地
に
固
有
の
神
様
も
多
く
登
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
個
性
豊
か
な
舞
が
奉
納
さ
れ
る
。
全
国
的
に
は
高
千
穂
町
の
夜
神
楽
が
有
名
で
あ
る
が
、
日

南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
の
エ
リ
ア
内
で
も
多
く
の
神
楽
が
あ
り
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
宮

崎
市
に
は
生
目
里
神
楽
、
村
角
高
屋
神
社
神
楽
、
野
島
神
楽
、
船
引
神
楽
が
、
日
南
市
北
郷
町
に
は

潮
嶽
神
楽
が
あ
る
。
宮
崎
市
や
日
南
市
の
神
楽
は
、
作
神
楽
と
よ
ば
れ
る
、
主
に
春
の
日
中
に
舞
わ

れ
る
も
の
が
多
い
。 

 
神
庭
（
こ
う
に
わ
）
と
呼
ば
れ
る
神
楽
を
舞
う
舞
台
の
し
つ
ら
え
や
、
衣
装
、
そ
し
て
古
く
か
ら

伝
わ
る
神
楽
面
（
面
様
：
お
も
て
さ
ま
）、
舞
の
構
成
や
お
囃
子
は
、
地
域
に
よ
っ
て
か
な
り
異
な

っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
味
わ
い
深
い
も
の
が
あ
る
。
神
楽
を
鑑
賞
す
れ
ば
、
神
楽
が
舞
手
だ

け
で
な
く
裏
方
も
含
め
地
区
の
人
々
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
だ
ろ
う
。「
神
話

と
神
楽
と
共
に
生
き
る
」
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
継
承
さ
れ
て
き
た
地
域
文
化
な
の
で
あ
る
。 

  

コ
ラ
ム 

海
幸
山
幸
神
話
の
意
味 

 

海
幸
山
幸
の
神
話
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
海
神
宮
は
竜
宮
城
で
も
あ
る
。
こ
の
種
の
話
は
南
太
平
洋
の
国
々
で
も
見
ら
れ
、

神
話
の
原
型
が
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
海
幸
・

山
幸
の
争
い
は
、
海
を
支
配
し
て
い
た
民
族
に
山
を
支
配
し
て
い
た
民
族
が
勝
利
し

た
話
で
あ
る
。
山
を
支
配
し
て
い
た
民
族
が
海
神
の
娘
と
結
婚
し
、
か
つ
潮
を
操
作

で
き
る
不
思
議
な
二
つ
の
玉
を
手
に
入
れ
た
こ
と
は
、
陸
と
海
を
制
す
る
技
術
（
水

利
や
航
海
な
ど
の
技
術
）
を
得
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
国
の
支

配
者
と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
と
言
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
海
幸
は
、
大
和
朝
廷
に
服
従

し
た
隼
人
族
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
日
本
書
紀
に
は
隼
人
の
声
は
犬
の
遠
ぼ
え
に
似

て
い
る
と
も
書
か
れ
て
い
る
が
、
潮
嶽
神
社
に
は
初
宮
詣
に
あ
た
っ
て
額
に
「
犬
」

の
字
を
書
く
と
い
う
習
俗
が
あ
る
。 
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３ 

近
世
以
降
の
繁
栄
を
感
じ
ら
れ
る
歴
史
の
道 

〈
江
戸
時
代
の
面
影
を
残
す
飫
肥
の
城
下
町
〉 

 

宮
崎
県
は
そ
の
地
勢
上
の
制
約
か
ら
か
、
奈
良
・
平
安
時
代
以
降
、
歴
史
の
中
で
強
大
な
勢
力
が

形
成
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
小
藩
分
立
で
、
大
規
模
な
町
は
形
成
さ
れ
な
か

っ
た
。
こ
の
た
め
、
奈
良
・
平
安
時
代
か
ら
江
戸
期
ま
で
の
史
跡
は
多
く
な
い
。
日
南
海
岸
き
ら
め

き
ラ
イ
ン
の
エ
リ
ア
の
中
で
は
、日
南
市
飫
肥
の
み
が
ま
と
ま
っ
た
歴
史
的
町
並
み
を
残
し
て
い
る
。 

  

飫
肥
藩
は
鎌
倉
時
代
に
伊
東
氏
が
地
頭
と
し
て
下
向
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
伊
東
氏
は
そ
の
後
、

島
津
と
の
戦
い
に
敗
れ
る
が
、
秀
吉
の
九
州
征
伐
に
よ
っ
て
領
地
を
回
復
し
た
。
そ
の
後
の
関
ヶ
原

の
戦
い
を
経
て
、
伊
東
氏
は
外
様
大
名
と
し
て
江
戸
時
代
を
通
じ
て
飫
肥
藩
を
治
め
た
。
飫
肥
の
ま

ち
は
そ
の
城
下
町
で
、
飫
肥
城
跡
と
そ
の
周
辺
の
武
家
屋
敷
地
区
で
構
成
さ
れ
る
。
城
お
よ
び
武
家

屋
敷
周
辺
地
区
は
昭
和
五
二
年
に
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
ま

ち
の
た
た
ず
ま
い
を
残
し
て
い
る
。 

飫
肥
地
区
内
の
見
所
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
町
歩
き
マ
ッ
プ
等
に
十
分
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
飫
肥
の
町
の
歩
き
方
・
楽
し
み
方
の
コ
ツ
に
つ
い
て
幾
つ
か
紹
介
し
て
お
こ

う
。 

●
飫
肥
城
観
光
駐
車
場
か
ら
ス
タ
ー
ト 

飫
肥
城
大
手
門
の
す
ぐ
近
く
に
飫
肥

城
観
光
駐
車
場
が
あ
る
。
こ
の
駐
車
場
は

か
な
り
大
き
く
、
ま
た
観
光
バ
ス
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
も
十
分
に
あ
る
。
さ
ら
に
飫
肥

の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
中
心
部
に
位
置
す
る
た
め
、
ま
ち
歩
き
の
拠
点
と
で
き
る
。

駐
車
場
を
出
る
と
す
ぐ
に
飫
肥
城
に
通
じ
る
大
手
門
通
り
、
飫
肥
城
大
手
門
か
ら
東
に
延
び
る
武
家

屋
敷
通
り
に
は
、
見
所
が
集
中
し
て
い
る
。
飫
肥
城
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
藩
主
の
住
ま
い
で
あ

っ
た
豫
章
館
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
締
結
に
活
躍
し
た
小
村
寿
太
郎
の
記
念
館
（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

小
村
記
念
館
）
等
が
歩
い
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
集
中
し
て
い
る
。 

な
お
、
駐
車
場
の
敷
地
内
に
は
観
光
案
内
所
が
あ
り
、
無
料
地
図
や
観
光
施
設
の
入
場
券
も
こ
こ

で
入
手
で
き
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
も
あ
る
。
ま
ち
を
隅
々
ま
で
ゆ
っ
く
り
見
て
回
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
利
用
が
お
勧
め
で
あ
る
。 

 

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
と
と
も
に
巡
る 

観
光
案
内
所
に
は
予
約
制
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
が
お
ら
れ
、
こ
こ
で
合
流
す
る
。
予
約

は
一
週
間
前
ま
で
な
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。
ガ
イ
ド
さ
ん
達
は
さ
す
が
に
博
識
で
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
載
っ
て
い
な
い
よ
う
な
こ
と
も
面
白
く
教
え
て
く
れ
る
。 

 

●
飫
肥
城
下
町
「
食
べ
あ
る
き
・
町
あ
る
き
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
を
利
用
し
よ
う 

 

飫
肥
の
町
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
ご
く
短
時
間
の
散
策
で
次
の
目
的
地
に
移

動
す
る
観
光
客
は
多
い
が
、
実
際
は
丁
寧
に
ゆ
っ
く
り
歩
け
ば
い
ろ
い
ろ
な
見
所
が
あ
る
し
、
町
の

中
に
は
お
い
し
い
も
の
を
出
す
店
も
多
い
。
こ
れ
ら
を
存
分
に
堪
能
し
た
い
方
に
は
、「
食
べ
あ
る

き
・
町
あ
る
き
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
を

駐
車
場
内
に
あ
る
マ
ッ
プ
販

売
所
で
購
入
さ
れ
た
い
。
マ
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ッ
プ
に
は
五
枚
の
引
換
券
が
つ
い
て
お
り
、
マ
ッ
プ
に
載
っ
て
い
る
お
店
に
行
け
ば
、
食
べ
物
や
記

念
品
な
ど
の
商
品
と
交
換
で
き
る
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
お
団
子
、
そ
し
て
飫
肥
名
物
の
お
び
天
や

厚
焼
（
厚
焼
き
卵
）
な
ど
を
は
し
ご
し
て
、
そ
の
お
店
の
方
と
も
語
ら
い
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
飫

肥
の
町
を
歩
い
て
み
た
い
。
な
お
、
こ
の
マ
ッ
プ
に
は
、
食
べ
あ
る
き
・
町
あ
る
き
券
付
き
の
マ
ッ

プ
と
、
そ
れ
に
加
え
有
料
施
設
の
入
館
券
が
付
い
た
も
の
の
二
種
類
が
あ
る
。 

 

な
お
、
こ
の
「
食
べ
あ
る
き
・
町
あ
る
き
」
事
業
は
、
民
間
団
体
で
あ
る
飫
肥
城
下
町
保
存
会
が

地
元
の
商
店
会
と
連
携
し
て
平
成
二
一
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
飫
肥
の
観
光
地
と
し
て
の

魅
力
を
格
段
に
ア
ッ
プ
さ
せ
、
全
国
的
な
注
目
を
集
め
た
。
こ
の
結
果
、
平
成
二
五
年
度
国
土
交
通

省
「
手
づ
く
り
郷
土
賞
」（
大
賞
部
門
）
を
受
賞
し
て
い
る
。 

 

●
隠
れ
た
見
所 

 

先
述
の
よ
う
に
、
飫
肥
の
町
の
主
要
な
見
所
は
、
本
町
商
人
通
り
（
国
道
二
二
二
号
）
よ
り
北
側

の
、
飫
肥
城
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
町
並
み
に
集
中
し
て
い
る
。 

 

こ
の
地
区
を
歩
く
際
、
屋
敷
や
展
示
物
を
見
る
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
。
武
家
屋
敷
は
石
垣
で

覆
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

石
の
積
み
方
に
も
注
意
を
向
け
て
み
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
石
の
積
み
方
は
そ
の
家
の
格
や
時
代
に
よ

っ
て
変
化
し
、「
野
石
積
」「
玉
石
積
」「
切
石
整
層
積
」「
整
層
乱
積
」「
谷
積
」「
亀
甲
積
」「
切
石

乱
積
」「
飫
肥
積
」
な
ど
が
あ
る
。「
飫
肥
積
」
は
切
石
乱
積
の
一
種
で
、
目
地
が
半
円
形
と
な
る
飫

肥
独
特
の
積
み
方
で
あ
る
。
実
は
飫
肥
の
城
下
町
は
「
わ
が
国
に
見
ら
れ
る
積
み
型
を
ほ
ぼ
網
羅
し

て
見
る
こ
と
が
で
き
る
」「
ひ
と
つ
づ
き
の
石
垣
が
た
だ
一
つ
の
積
方
だ
け
で
で
き
上
が
っ
て
い
る

例
は
多
く
な
い
。
多
く
が
い
く
つ
か
の
積
方
を
混
在
さ
せ
て
で
き
て
い
る
。」
こ
と
が
、
専
門
的
な

報
告
書
の
中
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
少
し
マ
ニ
ア
ッ
ク
で
あ
る
が
、
石
垣
を
巡
る
旅
も
面
白
い
。 

 

も
う
一
つ
の
隠
れ
た
見
所
は
、
国
道
二
二
二
号
の
南
側
地
区
で
あ
る
。
あ
ま
り
観
光
客
が
訪
れ
る

こ
と
は
少
な
い
が
、
こ
ち
ら
に
も
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
は
広
が
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
下

級
武
士
の
居
住
区
で
あ
る
。
下
級
武
士
は
庭
に
畑
を
持
ち
耕
作
し
た
た
め
、「
比
較
的
広
々
と
し
た

敷
地
に
大
き
く
は
な
い
家
」が
連
な
る
町
並
み
と
な
っ
て
お
り
、静
か
で
の
ど
か
な
雰
囲
気
を
持
つ
。

リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
は
、
こ
の
エ
リ
ア
の
フ
ァ
ン
が
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

〈
レ
ト
ロ
な
町
並
み
を
体
験
で
き
る
油
津
地
区
〉 

油
津
地
区
の
見
所
は
、
油
津
港
に
つ
な
が
る
堀
川
運
河
と
、
そ
の
周
辺
の
油
津
の
ま
ち
で
あ
る
。 

油
津
は
、
日
向
神
話
に
登
場
す
る
ア
ヒ
ラ
ツ
ヒ
メ
を
そ
の
名
の
起
源
と

す
る
と
さ
れ
、
古
く
か
ら
栄
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
油
津
は
ま

た
「
油
を
流
し
た
よ
う
な
穏
や
か
な
港
」
で
も
あ
り
、
天
然
の
良
港
と
し

て
日
明
貿
易
や
琉
球
と
の
交
易
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
。 

●
飫
肥
杉
の
集
積
拠
点
と
し
て
の
油
津
港
・
堀
川
運
河 

江
戸
時
代
に
お
い
て
は
貿
易
が
禁
止
さ
れ
た
上
に
領
域
に
耕
地
が
少
な

い
こ
と
も
あ
っ
て
、
飫
肥
藩
は
当
初
、
困
窮
し
て
い
た
が
、
豊
富
な
山
林

資
源
で
あ
る
飫
肥
杉
に
よ
り
財
政
を
立
て
直
し
た
。
飫
肥
杉
は
温
暖
多
湿

な
地
で
成
長
す
る
た
め
、
成
長
が
早
い
上
に
柔
ら
か
く
加
工
性
に
富
み
、

ま
た
油
分
が
多
く
腐
り
に
く
い
た
め
に
造
船
材
（
弁
甲
材
）
に
適
し
て
い

る
。 貞

享
三
年
（
一
六
八
六
年
）
に
堀
川
運
河
が
完
成
し
、
広
渡
川
河
口
近

く
か
ら
乙
姫
神
社
（
吾
平
津
神
社
）
の
前
を
通
り
、
油
津
港
が
繋
が
っ
た
。

そ
れ
以
前
は
、
木
材
は
飫
肥
山
中
か
ら
酒
谷
川
・
広
渡
川
を
筏
で
流
し
、

一
旦
海
に
出
て
か
ら
油
津
港
に
入
れ
て
い
た
た
め
、
天
候
等
の
影
響
を
受

け
て
い
た
が
、
以
降
は
安
定
し
て
木
材
を
港
に
搬
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
年
）
以
降
は
、
山
間
部
で
大
規
模

な
植
林
が
な
さ
れ
、
飫
肥
藩
お
よ
び
油
津
の
ま
ち
は
飫
肥
杉
の
生
産
に
よ

り
栄
え
る
こ
と
に
な
る
。
江
戸
時
代
後
期
に
は
、
瀬
戸
内
海
の
漁
船
か
ら

沖
縄
の
サ
バ
ニ
ま
で
、
全
国
各
地
に
弁
甲
材
を
供
給
し
た
の
で
あ
る
。 

地図 5 飫肥 

写真 17 飫肥町並み
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飫
肥
杉
に
よ
る
繁
栄
は
そ
の
後
、
明
治
、
大
正
の
時
代
を
経
て
、
昭
和
四
〇
年
ご
ろ
ま
で
続
く
。

そ
の
頃
か
ら
漁
船
は
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
や
Ｆ
Ｒ
Ｐ
な
ど
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
造
船
材
と
し

て
の
需
要
は
急
激
に
落
ち
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
建
材
と
し
て
の
需
要
も
高
度
成
長
期
ま
で

は
大
き
か
っ
た
が
、
以
降
、
木
材
の
輸
入
自
由
化
に
よ
る
木
材
価
格
の
下
落
、
新
建
材
の
登
場
に
よ

る
需
要
の
縮
小
等
が
あ
り
、
飫
肥
杉
が
地
域
の
経
済
を
支
え
る
時
代
は
終
わ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

運
河
は
そ
の
役
割
を
一
旦
終
え
る
こ
と
と
な
る
。 

 

●
マ
グ
ロ
の
漁
業
基
地
と
し
て
栄
え
た
油
津
港 

 

明
治
期
に
は
、
油
津
港
近
辺
の
海
で
ブ
リ
の
養
殖
が
始
ま
っ
て
い
る
。
油
津
港
は
漁
業
基
地
と
し

て
次
第
に
発
展
し
、大
正
六
年(
一
九
一
七
年)

に
は
農
商
務
省
に
よ
っ
て
漁
港
と
し
て
指
定
さ
れ
る
。

こ
の
と
き
全
国
で
指
定
さ
れ
た
の
は
七
カ
所
で
、
九
州
で
は
油
津
港
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
指
定
を

受
け
、
油
津
港
は
急
速
に
整
備
さ
れ
て
い
く
。 

 

漁
業
の
繁
栄
を
支
え
た
の
は
マ
グ
ロ
で
あ
っ
た
。
大
正
に
入
っ
て
始
ま
っ
た
延
縄
漁
の
漁
獲
は
増

え
続
け
、
昭
和
に
入
る
と
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
水
揚
げ
が
急
増
す
る
。
宮
崎
県
の
み
な
ら
ず
、
大
分
、
鹿

児
島
、
高
知
県
か
ら
多
く
の
漁
船
が
油
津
に
入
港
し
、
日
本
の
マ
グ
ロ
相
場
は
油
津
に
よ
っ
て
決
ま

る
と
さ
え
言
わ
れ
た
。
世
に
言
う
「
マ
グ
ロ
景
気
」
で
あ
る
。
マ
グ
ロ
の
豊
漁
は
昭
和

一
六
年
頃
ま
で
続
い
た
が
、
戦
争
が
始
ま
る
と
船
を
出
す
こ
と
も
難
し
く
な
り
、
マ
グ
ロ
景
気
は
終

焉
し
た
。
戦
後
は
、
カ
ツ
オ
、
マ
グ
ロ
の
遠
洋
漁
業
が
盛
ん
に
な
り
、
こ
の
港
を
拠
点
と
し
た
漁
船

が
南
洋
か
ら
東
北
地
方
に
移
動
し
な
が
ら
操
業
し
て
い
る
。 

 

●
昭
和
の
名
残
を
残
す
レ
ト
ロ
な
油
津
地
区 

 

現
在
の
油
津
の
ま
ち
は
マ
グ
ロ
景
気
の
面
影
を
色
濃
く
残
す
も
の
で
、
登
録
文
化
財
も
多
い
。
大

き
な
駐
車
場
は
地
区
内
に
は
な
い
の
で
、
油
津
港
の
駐
車
場
か
堀
川
運
河
上
流
の
「
夢
広
場
」
の
駐

車
場
に
車
を
停
め
、
歩
か
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。
こ
の
地
区
は
昔
な
が
ら
の
漁
業
集
落
で
あ
る

た
め
地
区
内
の
道
路
は
と
て
も
狭
い
。
普
通
車
の
す
れ
違
い
も
困
難
な
場
所
が
多
い
た
め
、
観
光
客

は
歩
い
て
入
る
方
が
安
心
で
あ
る
。
油
津
の
散
策
マ
ッ
プ
は
、
堀
川
橋
近
辺
の
「
堀
川
資
料
館
」、

あ
る
い
は
杉
村
金
物
店
の
向
か
い
の
「
横
店
（
し
ゃ
べ
り
ば
）」
に
あ
る
。 

 

こ
こ
で
、
油
津
地
区
の
歩
き
方
の
隠
れ
た
楽
し
み
方
を
一
つ
。
ま
ち
の
中
の
細
い
路
地
に
は
、
そ

の
路
地
の
名
前
（
通
り
名
）
が
表
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
油
津
港
か
ら
真
っ
直
ぐ
ま
ち
に

入
る
通
り
は
「
マ
グ
ロ
通
り
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
か
つ
て
、
マ
グ
ロ
を
水
揚
げ
し
て
大
金
を
手
に

し
た
漁
師
さ
ん
が
こ
こ
を
闊
歩
し
て
い
た
こ
と
か
ら
こ
の
呼
び
名
が
付
い
た
と
の
こ
と
。
こ
の
マ
グ

地図 6 油津 

写真 18 油津の町並み 

写真 19 油津港の昔の賑わい 
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ロ
通
り
と
垂
直
に
交
わ
る
の
は
「
わ
か
ば
通
り
」。
こ
れ
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
わ

か
ば
」
の
舞
台
と
な
っ
た
造
り
酒
屋
の
屋
敷
が
あ
る
こ
と
か
ら
。 

 

隠
れ
た
楽
し
み
方
を
も
う
一
つ
。
木
造
三
階
建
て
の
杉
村
金
物
店
は
登
録
文
化
財
で
あ
り
、
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
が
、
そ
の
道
路
の
反
対
側
に
「
呉
服
屋
横
店
」
ま
た
の
名
を
「
し
ゃ
べ
り

場
」
が
あ
る
。
横
店
は
創
業
明
治
二
三
年
と
い
う
由
緒
あ
る
呉
服
屋
だ
が
、
現
在
、
店
主
の
河
野
さ

ん
は
観
光
客
が
気
軽
に
訪
れ
て
お
話
し
で
き
る
場
所
と
し
て
店
を
開
放
さ
れ
て
い
る
。
店
内
に
は
散

策
マ
ッ
プ
の
ほ
か
、
賑
や
か
だ
っ
た
頃
の
油
津
の
風
景
写
真
が
多
く
展
示
さ
れ
、
油
津
に
関
わ
る
資

料
も
多
く
置
か
れ
て
い
る
。写
真
や
資
料
を
見
な
が
ら
河
野
さ
ん
に
油
津
の
昔
話
を
聞
い
て
み
よ
う
。

穏
や
か
で
に
こ
や
か
に
語
ら
れ
る
河
野
さ
ん
と
共
に
過
ご
す
時
間
は
実
に
贅
沢
で
あ
る
。 

 

●
新
た
な
時
代
に
向
け
て
再
生
し
た
堀
川
運
河 

 

先
述
の
よ
う
に
、
堀
川
運
河
が
最
初
に
開
削
さ
れ
た
の
は
江
戸
時
代
初
期
で
あ
っ
た
が
、
石
積
み

護
岸
に
改
良
さ
れ
た
の
は
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
時
代
で
あ
る
。
そ
し
て
戦
後
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

よ
り
石
積
み
護
岸
が
覆
わ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。 

 

昭
和
四
〇
年
頃
か
ら
、
船
材
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
、
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
化
に
よ
っ
て
飫
肥
杉
需
要
が
低
下
し

た
た
め
、
堀
川
運
河
の
役
割
は
縮
小
し
た
。
こ
の
結
果
、
運
河
は
次
第
に
埋
め
立
て
ら
れ
、
さ
ら
に

生
活
排
水
の
流
入
に
よ
る
水
質
悪
化
の
問
題
も
大
き
く
な
っ
た
。
こ
の
た
め
昭
和
五
〇
年
前
後
に
、

一
旦
は
埋
め
立
て
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
昭
和
六
三
年
に
な
っ
て
、
日
南
市
民
の
有
志
が

「
堀
川
運
河
を
考
え
る
会
」
を
結
成
し
、
そ
の
熱
心
な
活
動
に
よ
っ
て
埋
め
立
て
計
画
は
廃
止
さ
れ

た
。
と
は
い
え
、
ど
の
よ
う
に
保
存
す
る
か
、
そ
の
具
体
的
ア
ク
シ
ョ
ン
が
起
こ
る
ま
で
に
は
も
う

少
し
時
間
を
要
し
た
。 

 

そ
し
て
平
成
一
四
年
か
ら
堀
川
運
河
整
備
方
針
が
全
面
的
に
見
直
さ
れ
、
初
期
の
石
積
み
護
岸
を

可
能
な
限
り
保
存
活
用
し
、
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
、
油
津
大
橋
周
辺
か
ら
上
流
側
の
運

河
は
、
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
再
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
整
備
に
当
た
っ
て
は
ま
ず
、
発
掘
調
査

を
行
い
、
往
事
の
姿
を
で
き
る
限
り
露
出
さ
せ
、
復
元
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
遊
歩
道
や
ボ
ー
ド

デ
ッ
キ
を
整
備
し
、
屋
根
付
き
の
木
橋
で
公
園
と
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
回
遊
性
を
高
め
た
。
運
河
沿
い

の
手
す
り
や
街
灯
も
、
レ
ト
ロ
な
町
並
み
に
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
。
堀
川
運
河
は
、
文

字
通
り
「
再
生
」
し
、
市
民
に
憩
い
の
場
を
提
供
す
る
空
間
と
な
っ
た
。
特
に
夏
の
夕
涼
み
の
時
間

は
最
高
で
あ
る
。
木
橋
中
央
に
あ
る
ベ
ン
チ
に
座
り
、
穏
や
か
な
風
を
感
じ
な
が
ら
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
み
た
い
。 

 

●
が
ん
ば
れ
油
津
商
店
街 

 

昭
和
四
〇
年
代
ま
で
は
油
津
の
ま
ち
は
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
が
、

飫
肥
杉
の
需
要
減
、
遠
洋
漁
業
の
低
迷
、
さ
ら
に
は
都
市
の
郊
外
化
の
進

展
も
あ
り
、
衰
退
が
進
ん
だ
。
地
方
都
市
中
心
街
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
化
は
、

油
津
の
ま
ち
で
も
深
刻
で
あ
る
。 

 

も
と
も
と
堀
川
運
河
の
整
備
も
単
に
運
河
の
美
化
の
み
を
意
図
し
た
わ

け
で
は
な
く
、
観
光
客
を
呼
び
込
み
な
が
ら
、
そ
れ
を
町
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
そ
の
ま
ち
が
行
き

た
く
な
る
よ
う
な
場
所
で
な
け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
。 

 

市
で
は
平
成
二
四
年
に
国
か
ら
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
認
定

を
受
け
、
本
格
的
に
そ
の
活
性
化
に
取
り
組
み
始
め
た
。
こ
の
取
り
組
み

の
中
で
特
に
全
国
の
注
目
を
浴
び
た
の
は
、
委
託
料
月
額
九
〇
万
円
の
活

性
化
請
負
人
「
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
サ
ポ
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
全
国

公
募
で
あ
っ
た
。
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
選
考
会
に
は
市
民

一
五
〇
名
以
上
が
傍
聴
し
、
東
京
の
テ
レ
ビ
局
も
取
材
に
来
る
ほ
ど
の
盛

況
で
あ
っ
た
。 

 

現
在
は
、
こ
の
サ
ポ
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
、
油
津
の
ま
ち
の

再
構
成
が
進
行
中
で
あ
る
。
空
き
地
を
利
用
し
た
子
供
菜
園
、
歌
合
戦
や

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
な
ど
、
自
由
な
発
想
で
賑
わ
い
を
呼
び
込
み
な
が
ら
、

写真 20 油津：通常時の運河の風景 

写真 21 油津商店街の今の賑わい 
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そ
れ
を
店
舗
の
進
出
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
事
業
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

 
そ
し
て
今
、賑
や
か
だ
っ
た
頃
に
営
業
し
て
い
た
喫
茶
店
を
再
生
し
た「
Ａ
ｂ
ｕ
ｒ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ 

Ｃ

ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
」
や
、
空
き
店
舗
を
改
装
し
て
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
複
数
の
食
堂
が
出
店
し
た
「
ｙ
ｏ
ｔ

ｔ
ｅ
ｎ
」、
さ
ら
に
は
複
数
の
コ
ン
テ
ナ
で
各
種
の
店
舗
が
展
開
す
る
「
ア
ブ
ラ
ツ
ガ
ー
デ
ン
」
な

ど
、
商
店
街
に
は
着
実
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
、
油
津

を
訪
れ
て
そ
の
変
化
を
見
て
欲
し
い
。 

 

〈
米
づ
く
り
拡
大
の
努
力
を
物
語
る
坂
元
棚
田
〉 

日
南
市
飫
肥
か
ら
都
城
市
に
向
か
い
、
国
道
二
二
二
号
を
約
二
〇
分
移
動
す
る
と
、「
坂
元
棚
田
」

が
あ
る
。「
日
本
の
棚
田
百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
、
平
成
二
五
年
に
は
「
酒
谷
の
坂
元
棚
田
及
び
農

山
村
景
観
」
と
し
て
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
を
受
け
て
い
る
。 

●
棚
田
整
備
の
経
緯 

棚
田
が
開
か
れ
た
斜
面
は
、
か
つ
て
屋
根
を
葺
く
茅
（
カ
ヤ
）
を
刈
る
「
茅
場
」
で
あ
っ
た
。

大
正
期
ご
ろ
に
は
、
人
口
の
急
激
な
増
加
に
伴
う
食
糧
増
産
の
必
要
性
が
強
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
昭
和
三
年
に
坂
元
耕
地
整
備
組
合
が
設
立
さ
れ
工
事
を
開
始
、
そ
し
て
昭
和
八
年
に
完
成
し

た
。
棚
田
は
日
南
市
最
高
峰
で
あ
る
小
松
山
の
南
斜
面
標
高
二
〇
〇
ｍ
の
麓
に
広
が
り
、
約
百
枚
、

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
。 

こ
の
坂
元
棚
田
を
少
し
遠
く
か
ら
見
る
と
、
他
の
一
般
的
な
棚
田
と
か
な
り
違
っ
た
印
象
を
受
け

る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
水
田
が
ほ
ぼ
長
方
形
を
し
て
い
る
た
め
畦
が
直
線
的
で
、
そ
れ
が
階
段
状

に
立
ち
上
が
っ
て
幾
何
学
的
な
姿
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
馬
耕
農
業
を
前
提
と
し
た
設
計
を
行
っ

た
た
め
と
の
こ
と
。
坂
元
棚
田
よ
り
以
前
に
切
り
開
か
れ
た
棚
田
は
、
技
術
的
・
農
耕
手
法
的
な
制

約
か
ら
等
高
線
に
沿
う
細
長
い
棚
田
が
多
い
が
、
坂
元
棚
田
の
姿
形
は
昭
和
初
期
の
時
代
な
り
の
形

を
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

「
米
の
生
産
」
へ
の
住
民
の
執
念
と
、
そ
の
当
時
の
土
木
技
術
や
農
耕
技
術
の
水
準
、
そ
し
て
事

業
を
推
進
す
る
制
度
の
仕
組
み
等
が
相
ま
っ
て
棚
田
が
成
立
し
た
こ
と
を
、
そ
の
風
景
は
物
語
る
。 

 

●
新
た
な
時
代
に
お
け
る
棚
田
保
全
の
仕
組
み 

農
山
村
地
域
は
ど
こ
も
共
通
で
あ
る
が
、
高
齢
化
や
過
疎
化
に
よ
る
担
い
手
と
後
継
者
の
不
足
に

悩
ん
で
お
り
、
坂
元
地
区
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
特
に
棚
田
で
の
農
耕
と
維
持
管
理
は
平
場
の
農

コ
ラ
ム 

飫
肥
杉
デ
ザ
イ
ン 

 

宮
崎
県
、
そ
し
て
特
に
日
南
市
は
現
在
で
も
す
ば
ら
し
い
杉
山
が
多
く
残
っ
て

お
り
、
こ
れ
は
大
き
な
財
産
で
あ
る
。
一
方
で
、
船
材
と
し
て
の
需
要
は
無
く
な

り
、
ま
た
建
築
材
は
安
価
な
輸
入
木
材
と
の
競
争
が
あ
り
、
材
価
は
低
迷
を
続
け
、

林
業
は
産
業
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
杉
の
販
路
を
拡
大
す
る
こ

と
や
、
新
た
な
付
加
価
値
を
つ
け
た
商
品
を
開
発
す
る
こ
と
で
、
林
業
を
活
性
化

す
る
こ
と
が
、
日
南
市
の
経
済
を
活
性
化
す
る
こ
と
に
繋
が
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
地
元
の
木
工
・
建
具
・
製
材
・
林
業
や
、
木
材
関
係

者
以
外
の
メ
ン
バ
ー
、
そ
し
て
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
、
日
南
市
の
協
力
を
得
て
開
始
し

た
の
が
、「
ｏ
ｂ
ｉ
ｓ
ｕ
ｇ
ｉ 

ｄ
ｅ
ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
」
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
開
発
で
あ
る
。

椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
、
小
物
入
れ
や
雑
貨
な
ど
、
飫
肥
杉
が
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン

を
身
に
ま
と
い
、
商
品
化
さ
れ
た
。 

 

飫
肥
城
前
の
武
家
屋
敷
通
り
に
は
、
そ
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
オ
ビ
ダ
ラ
リ

ー
」
が
あ
る
。
杉
の
香
り
に
包
ま
れ
、
柔
ら
か
い
表
情
を
も
つ
品
が
、
洗
練
さ
れ

た
形
で
展
示
・
販
売
さ
れ
て
い
る
。
飫
肥
を
訪
れ
た
際
に
は
是
非
立
ち
寄
っ
て
み

て
欲
し
い
。 

コ
ラ
ム 

油
津
の
市
民
力 

堀
川
運
河
が
埋
め
立
て
の
危
機
に
瀕
し
た
と
き
に
立
ち
上
が
っ
た
の
は
、
市
民

有
志
で
あ
っ
た
。
昭
和
六
三
年
に
結
成
さ
れ
た
「
堀
川
運
河
を
考
え
る
会
」
は
、

住
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、「
堀
川
運
河
ま
つ
り
」
を
開
催
し
、

堀
川
運
河
の
価
値
を
見
直
す
運
動
を
展
開
し
た
。
こ
れ
を
起
点
と
し
て
運
河
保
存

の
機
運
は
高
ま
っ
て
い
っ
た
。 

そ
の
後
、「
河
野
家
の
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
と
主
屋
」
が
、
平
成
九
年
に
競
売
に
か
け

ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
際
、
市
民
組
織
で
あ
る
「
油
津
み
な
と
街
づ
く
り
委
員
会
」

や
「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
２
１
（
日
南
市
産
業
活
性
化
協
議
会
）」
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な

っ
て
、
自
分
た
ち
の
資
金
で
こ
れ
を
買
い
取
っ
た
。
以
降
、
彼
ら
は
赤
レ
ン
ガ
館

を
活
用
し
な
が
ら
、
ま
ち
な
か
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
情
報
の
整
備
を
仕
掛
け
て

い
く
。 

こ
の
よ
う
な
動
き
を
中
心
と
し
て
担
っ
た
市
民
が
そ
の
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
り
、
そ
の
後
の
運
河
再
整
備
事
業
、
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
や
景
観

形
成
・
歴
史
的
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
支
え
て
い
る
。「
油
津
の
市
民
力
」
は
、
か

つ
て
賑
わ
っ
て
い
た
時
代
に
育
っ
た
多
く
の
人
の
心
意
気
で
あ
り
、
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
な
の
で
あ
る
。 
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地
に
比
べ
圧
倒
的
に
効
率
が
悪

い
。
棚
田
を
活
用
し
維
持
管
理
し

て
後
世
に
残
す
た
め
に
は
、
新
た

な
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。 

 

坂
元
棚
田
は
平
成
一
七
年
か

ら
「
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
」
を
導

入
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
域
外
に

住
む
一
般
市
民
が
年
会
費
を
払

っ
て
坂
元
棚
田
の
オ
ー
ナ
ー
に
な

る
も
の
で
、
普
段
は
地
元
の
人
が

田
の
管
理
を
行
う
が
、
休
日
に
は

オ
ー
ナ
ー
が
自
分
の
田
や
畑
に
来

て
、
地
元
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
な

が
ら
作
業
に
参
加
す
る
。
オ
ー
ナ

ー
は
一
定
量
の
収
穫
し
た
米
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
は
も
ち
ろ

ん
、
棚
田
の
維
持
を
目
的
と
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
交
流
人
口
を
確

保
す
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い

る
。住
民
と
都
市
部
住
民
が
頻
繁
に
交
流
す
る
こ
と
は
、地
域
の
経
済
に
貢
献
す
る
側
面
も
あ
ろ
う
。

こ
の
意
味
で
は
、
オ
ー
ナ
ー
制
度
は
持
続
可
能
な
む
ら
づ
く
り
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
補
強
す

る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。 

 

〈
大
正
期
の
繁
栄
を
物
語
る
串
間
市
旧
吉
松
家
住
宅
〉 

 

国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
旧
吉
松
家
住
宅
は
、
串
間
市
役
所
の
す
ぐ
隣
に
あ
り
、
旧
志
布
志
街

道
沿
い
に
あ
る
。 

吉
松
氏
は
、
豊
臣
秀
吉
の
九
州
征
伐
に
敗
れ
た
秋
月
氏
が
、
甘
木
か
ら
高
鍋
・
串
間
へ
配
置
替
え

と
な
っ
た
時
、
秋
月
氏
に
従
っ
て
串
間
へ
入
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
幕
末
期
に
市
木
川
北
郷
の
庄
屋

と
な
っ
て
か
ら
、
三
代
に
わ
た
り
材
木
商
い
な
ど
で
財
を
成
し
、
政
界
に
も
進
出
し
て
、
地
域
の
政

治
・
経
済
の
牽
引
役
を
果
た
し
た
。 

旧
吉
松
家
住
宅
は
、
そ
の
全
盛
期
に
あ
た
る
大
正
年
間
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
、
堂
々
と
し
た

石
塀
と
表
門
、
当
時
の
繁
栄
を
う
か
が
わ
せ
る
白
土
塀
土
蔵
、
大
き
な
主
屋
が
あ
り
、
そ
の
空
間
の

大
き
さ
と
共
に
、
贅
を
こ
ら
し
た
高
度
な
建
築
技
術
・
建
築
材
料
は
、
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

現
在
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
静
か
な
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
串
間
市
で
は
あ
る
が
、
旧
吉
松
家
住
宅
は
そ

の
イ
メ
ー
ジ
を
ま
っ
た
く
覆
す
。
一
見
の
価
値
あ
り
で
あ
る
。 

 

な
お
現
在
は
、
串
間
市
が
所
有
・
管
理
し
て
お
り
、
一
般
見
学
の
ほ
か
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
市
民
活

動
の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。 

 

４ 

「
大
地
に
絵
を
描
く
」
お
も
て
な
し
の
道 

 

こ
こ
ま
で
、
日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
の
テ
ー
マ
旅
の
魅
力
を
「
南
国
感
あ
ふ
れ
る
緑
と
青
の

道
」「
神
々
の
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
記
紀
の
道
」「
近
世
以
降
の
繁
栄
を
感
じ
ら
れ
る
歴
史
の

道
」
の
三
つ
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
南
国
み
や
ざ
き
の
自
然
・
歴
史
の
財
産
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
が
単
に
ば
ら
ば
ら
に
あ
る
だ
け
で
は
、
現
在
、
多
く
の
人
々
が
想
起
す
る
「
み
や
ざ
き
」

や
「
日
南
海
岸
」
の
強
力
な
イ
メ
ー
ジ
は
形
成
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
こ
の
三
つ
の
テ
ー

マ
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
あ
る
場
所
を
つ
な
ぐ
（
統
合
し
て
み
せ
る
）
ス
ト
ー
リ
ー
と
舞
台

環
境
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
が
、「
宮
崎
県
観
光
の
父
」
岩
切
章
太
郎
翁
が
提
唱
さ
れ
先
導
さ
れ
た

「『
大
地
に
絵
を
描
く
』
お
も
て
な
し
の
道
」
の
「
哲
学
」
で
あ
る
。 

 

岩
切
翁
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
自
ら
の
著
書
の
他
、
多
く
の
紹
介
書
籍
が
あ
る
の
で
、
詳
細
は
そ

ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、
我
々
が
今
目
に
す
る
「
み
や
ざ
き
」
や
「
日
南
海

岸
」
の
風
景
が
、
そ
の
哲
学
に
よ
っ
て
成
立
し
、
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
。 

 

〈
広
告
が
規
制
さ
れ
て
す
っ
き
り
と
し
、
表
情
豊
か
な
植
栽
に
あ
ふ
れ
る
道
路
〉 

 

宮
崎
市
内
と
空
港
、
青
島
方
面
を
つ
な
ぐ
宮
崎
南
バ
イ
パ
ス
（
国
道
二
二
〇
号
）
の
風
景
を
よ
く

見
て
み
よ
う
。
片
側
二
車
線
道
路
の
中
央
分
離
帯
に
は
ワ
シ
ン
ト
ニ
ア
・
パ
ー
ム
ツ
リ
ー
が
等
間
隔

に
植
え
ら
れ
、
南
国
感
を
演
出
す
る
と
と
も
に
、
道
路
の
進
行
方
向
を
す
っ
き
り
示
し
、
広
い
青
空

と
遠
景
の
風
景
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
与
え
る
。
パ
ー
ム
ツ
リ
ー
の
足
も
と
や
道
路
脇
に
は
、
色
と
り
ど

り
の
花
や
低
木
が
植
え
ら
れ
、
道
路
の
イ
メ
ー
ジ
を
柔
ら
か
く
し
、
親
し
み
を
感
じ
る
。
ま
た
、
沿

道
に
広
告
看
板
が
ま
っ
た
く
な
い
。
こ
の
お
か
げ
で
道
路
全
体
が
す
っ
き
り
と
し
、
風
景
を
ス
ト
レ

ス
な
く
見
渡
せ
る
の
で
あ
る
。 

 

宮
崎
空
港
近
辺
も
同
様
で
あ
る
。
他
の
地
域
の
空
港
を
思
い
出
し
て
み
よ
う
。
空
港
近
辺
に
は
飛

行
機
か
ら
見
え
る
こ
と
を
意
識
し
た
巨
大
で
カ
ラ
フ
ル
な
広
告
物
が
林
立
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か

し
宮
崎
空
港
の
周
辺
に
は
そ
の
よ
う
な
看
板
は
見
当
た
ら
な
い
。
空
港
に
降
り
立
っ
た
と
き
の
「
南

国
的
第
一
印
象
」
は
、
こ
こ
で
決
定
づ
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
（
あ
る
い
は
宮
崎
県
全
域
も
）
を
巡
る
際
に
、
是
非
、
沿
道
の
植
栽

と
広
告
物
を
意
識
し
て
欲
し
い
。
多
く
の
道
路
区
間
に
お
い
て
、
宮
崎
南
バ
イ
パ
ス
や
空
港
近
辺
と

同
じ
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
は
ず
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
風
景
が
形
成
・
維
持
で
き
る
の
は
実
は
「
沿
道
修
景
美
化
条
例
」
と
「
屋
外
広
告
物

条
例
」の
成
果
で
あ
る
。宮
崎
県
沿
道
修
景
美
化
条
例
は
昭
和
四
四
年
に
全
国
で
初
め
て
制
定
さ
れ
、

そ
の
指
定
地
区
で
は
一
定
の
行
為
の
制
限
に
加
え
、
行
政
団
体
に
よ
る
積
極
的
な
植
栽
の
推
進
が
な
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さ
れ
る
。
ま
た
、
屋
外
広
告
物
条
例
も
他
県
に
比
べ
る
と
適
用
エ
リ
ア
が
広
く
、
か
つ
厳
し
い
規
制

が
掛
け
ら
れ
運
用
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
道
路
美
化
の
動
き
は
、
岩
切
章
太
郎
翁
が
社
長
を
務
め
る
宮
崎
交
通
（
株
）
が
観
光

事
業
と
し
て
日
南
海
岸
沿
い
の
道
路
に
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
を
植
栽
し
、
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
構
想
を
推
進
し

て
い
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
宮
崎
県
も
道
路
美
化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
政
策

を
と
り
、
そ
し
て
県
民
意
識
が
高
ま
っ
た
結
果
と
し
て
、
他
県
よ
り
厳
し
い
条
例
に
よ
り
沿
道
景
観

を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 〈
人
の
手
を
加
え
て
輝
く
美
し
い
自
然
の
風
景
〉 

 

堀
切
峠
の
風
景
を
思
い
出
し
て
み
よ
う
。海
岸
線
に
沿
う
道
路
が
山
手
に
曲
が
り
込
む
そ
の
峠
に
、

青
空
を
バ
ッ
ク
に
し
た
椰
子
の
木
が
数
本
。
眼
下
の
青
い
海
と
共
に
見
え
る
。
宮
崎
観
光
の
象
徴
的

構
図
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
国
道
二
二
〇
号
か
ら
堀
切
峠
に
登
っ
て
い
く
谷
筋
の
斜
面
は
、
山
桜
が

ア
ク
セ
ン
ト
の
よ
う
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
日
南
海
岸
の
断
崖
を
ぬ
う
よ
う
に
走
る
国
道
二

二
〇
号
を
見
て
み
よ
う
。
黄
色
の
コ
バ
ナ
セ
ン
ナ
が
山
側
の
斜
面
を
埋
め
る
。
青
島
バ
イ
パ
ス
沿
道

に
は
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
い
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
椰
子
の
木
、
山
桜
、
色
と
り
ど
り
の
花
や
コ
バ
ノ
セ
ン
ナ
は
、
す
べ
て
人
の
手
に
よ
っ

て
植
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
風
景
は
人
の
手
で
つ
く
り
出
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
が
岩
切
章
太
郎
翁
の
言
わ
れ
る
「
人
工
の
美
」
な
の
で
あ
る
。「
人
工
の
美
」
は
、「
宮

崎
の
自
然
の
な
か
に
美
し
さ
を
見
つ
け
、
そ
の
美
し
さ
を
す
べ
て
の
人
に
気
づ
い
て
も
ら
う
よ
う
に

手
を
加
え
、
植
え
足
し
、
切
り
出
し
の
手
法
で
観
光
地
の
整
備
・
創
出
す
る
こ
と
」
で
、
花
の
植
栽

も
そ
の
一
環
で
あ
る
。 

 

日
南
海
岸
一
帯
は
特
に
全
国
初
の
「
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
」
と
し
て
整
備
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
人

工
の
美
」
を
引
き
継
ぐ
風
景
が
多
い
。
上
述
の
「
沿
道
修
景
美
化
条
例
」「
屋
外
広
告
物
条
例
」
も

効
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
道
路
は
日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
だ
け
で
な
く
、
宮
崎
県
内
の
他
の

地
域
に
つ
い
て
も
多
く
あ
る
。
風
景
を
見
な
が
ら
の
ド
ラ
イ
ブ
の
楽
し
さ
を
人
工
的
に
演
出
す
る
こ

と
が
、
岩
切
章
太
郎
翁
の
仕
事
で
あ
っ
た
。 

 

〈
新
た
な
時
代
に
お
け
る
「
お
も
て
な
し
の
道
」
づ
く
り
〉 

 

「
お
も
て
な
し
の
道
づ
く
り
」
は
、
岩
切
章
太
郎
翁
が
社
長
を
務
め
た
宮
崎
交
通
（
株
）
と
い
う

私
企
業
に
よ
る
風
景
づ
く
り
か
ら
開
始
さ
れ
、そ
の
後
、宮
崎
県
の
観
光
政
策
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。

宮
崎
交
通
は
、
種
々
の
木
や
花
々
を
沿
道
に
植
栽
し
つ
づ
け
、
県
、
国
、

市
町
村
も
沿
道
修
景
美
化
条
例
に
も
と
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
道
路
の

修
景
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
時
代
は
変
わ
り
、
宮
崎
交
通
は
平
成
一

七
年
に
産
業
再
生
機
構
の
支
援
を
受
け
、
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
を
迫
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宮
崎
県
を
始
め
と
し
た
地
方
自
治
体
に
つ
い
て

も
低
経
済
成
長
時
代
に
お
い
て
は
コ
ス
ト
削
減
を
迫
ら
れ
、
今
ま
で
の

よ
う
な
修
景
を
継
続
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
新

し
い
修
景
の
方
法
や
シ
ス
テ
ム
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
際
、
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
が
「
市
民
力
」
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
は
企
業
と
行
政
が
担
っ
て
き
た
風
景
づ
く
り
を
市
民
自
ら
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
的
に
担
う
こ
と
で
、
全
体
の
コ
ス
ト
削
減
に
加
え
、
よ
り
き

め
細
や
か
な
工
夫
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
に
新
た
な
時
代
の
「
官

民
協
働
」
が
求
め
ら
れ
る
。 

 

宮
崎
県
内
で
は
「
道
守
み
や
ざ
き
会
議
」
が
平
成
一
六
年
に
発
足
し
、

地
元
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企
業
が
積
極
的
に
沿
道
の
植
栽
や
清
掃
活
動
を

行
い
沿
道
の
風
景
を
形
成
す
る
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
た
。
現
在
の
日
南
海

岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
の
エ
リ
ア
で
は
、
道
守
み
や
ざ
き
中
部
ブ
ロ
ッ
ク

と
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
方
々
が
以
来
ず
っ
と
活
躍
さ
れ
て
き
て
い
る
。 

 

そ
し
て
、
平
成
一
八
年
に
は
日
本
風
景
街
道
「
日
南
海
岸
き
ら
め
き

ラ
イ
ン
」
が
発
足
す
る
。
日
本
風
景
街
道
は
、「
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
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風
景
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
美
し
い
地
域
と
道
空
間
づ
く
り
の
支
援
を
通
じ
て
訪
れ
る
人
と
迎
え

る
地
域
」
の
豊
か
な
交
流
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
目
指
す
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
風
景
づ
く
り
と
観
光
や
交
流
の
促
進
を
射
程
に
お
く
も
の
で
あ
る
。 

 

な
お
、
日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
は
三
八
団
体
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
二
四
団
体
、
町
内
会
二
団
体
、

観
光
関
係
者
三
団
体
、
道
の
駅
三
駅
、
そ
の
他
任
意
六
団
体
）
で
発
足
し
た
が
、
こ
の
団
体
の
ほ
と

ん
ど
は
道
守
宮
崎
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
。
こ
の
地
域
の
方
々
は
、
よ
り
よ
い
郷
土
や
風
景
を

維
持
し
、
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
い
う
想
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、
む
し
ろ
「
道
守
」

や
「
風
景
街
道
」
と
い
っ
た
制
度
を
戦
術
的
に
活
用
し
て
い
る
。
こ
の
郷
土
や
風
景
に
対
す
る
想
い

こ
そ
「
風
景
ま
ち
づ
く
り
の
文
化
」
で
、
こ
の
文
化
こ
そ
岩
切
章
太
郎
翁
か
ら
始
ま
っ
た
「
み
や
ざ

き
の
風
景
づ
く
り
」
が
長
い
時
間
を
か
け
て
市
民
に
浸
透
し
、
結
実
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。 

 

以
下
で
は
、
市
民
に
よ
る
活
動
に
よ
り
支
え
ら
れ
る
代
表
的
な
三
つ
の
風
景
を
紹
介
す
る
。 

●
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の
ま
ち
づ
く
り 

 

先
の
コ
ラ
ム
で
も
触
れ
た
が
、
日
南
市
南
郷
町
で
は
、
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
は
道
の
駅
な
ん
ご
う
周
辺

の
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の
群
生
林
の
ほ
か
、
町
内
の
い
た
る
所
に
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
を
植
栽
し
、
ま
ち
を
紫

色
で
彩
る
「
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の
ま
ち
づ
く
り
」
が
平
成
二
三
年
か
ら
進
行
中
で
あ
る
。
花
の
見
頃
で

あ
る
五
月
下
旬
か
ら
六
月
中
下
旬
に
か

け
て
は
「
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
ま
つ
り
」
が

道
の
駅
な
ん
ご
う
を
拠
点
に
開
催
さ
れ
、

多
く
の
訪
問
客
で
賑
わ
う
。 

 

ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の
ま
ち
づ
く
り
を
開

始
し
、
中
心
と
な
っ
て
支
え
て
い
る
の

は
「
道
の
駅
な
ん
ご
う
」
を
管
理
す
る

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ー
ト
ピ
ア
な
ん
ご
う
」

で
あ
る
が
、
こ
の
団
体
は
日
南
海
岸
き

ら
め
き
ラ
イ
ン
推
進
協
議
会
の
メ
ン
バ

ー
で
あ
り
、
道
守
で
も
あ
る
。
ジ
ャ
カ

ラ
ン
ダ
は
冬
の
寒
さ
対
策
な
ど
手
が
か

か
る
植
物
で
あ
る
が
、
同
団
体
の
メ
ン

バ
ー
は
丁
寧
に
そ
の
作
業
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
植
樹
に
際
し
て
は
、
老
若
男

女
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開

催
し
、
市
民
の
手
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
努
め
て
い
る
。
ジ
ャ
カ
ラ
ン

ダ
の
花
で
あ
ふ
れ
る
ま
ち
は
、
市
民
の

手
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。 

●
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド 

日
南
市
小
布
瀬
と
串
間
市
大
平
間
を
結
ぶ
道
路
で
は
、
沿
道
の
約
六
ｋ
ｍ
に
わ
た
っ
て
多
く
の
あ

じ
さ
い
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、「
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
区
間
の
あ
じ
さ
い

は
高
さ
も
あ
る
の
が
特
徴
で
、
道
路
が
色
と
り
ど
り
の
あ
じ
さ
い
の
壁
で
囲
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
、
今
で
は
知
る
人
ぞ
知
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
た
。 

こ
の
あ
じ
さ
い
は
、
お
も
に
地
元
の
「
広
野
歩
こ
う
会
」
の
方
々
が
ず
っ
と
植
栽
さ
れ
、
維
持
管

理
さ
れ
て
い
る
。
同
会
で
は
、
あ
じ
さ
い
の
他
に
も
桜
、
彼
岸
花
、
紅
葉
な
ど
の
手
入
れ
を
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
道
路
を
通
過
す
る
人
の
心
に
大
き
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
広
野
歩
こ
う
会
も
、

道
守
か
つ
風
景
街
道
の
構
成
団
体
で
あ
る
。 

●
日
南
海
岸
沿
い
国
道
二
二
〇
号
の
海
の
風
景 

 

亜
熱
帯
性
植
物
が
自
生
で
き
る
ほ
ど
暖
か
な
日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
の
エ
リ
ア
は
、
植
物
の

成
長
が
非
常
に
早
く
、
そ
れ
が
景
観
を
阻
害
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
日
南
海
岸
に
沿
っ
て

走
る
国
道
二
二
〇
号
や
Ｊ
Ｒ
日
南
線
か
ら
は
、
海
側
に
繁
茂
す
る
ダ
ン
チ
ク
に
よ
っ
て
海
へ
の
視
線

を
遮
ら
れ
、
せ
っ
か
く
の
風
景
を
楽
し
め
な
い
と
い
う
状
態
に
な
り
や
す
い
。 

 

そ
こ
で
、
道
守
で
あ
り
風
景
街
道
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
「
鵜
戸
山
を
か
っ
と
し
や
る
会
」
は
国

や
県
と
協
議
し
な
が
ら
、
平
成
二
六
年
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ダ
ン
チ
ク
伐
採
に
乗
り
出
し
た
。
海

側
の
道
路
沿
い
は
傾
斜
が
き
つ
く
危
険
な
場
所
も
あ
る
た
め
、
全
て
を
市
民
パ
ワ
ー
で
伐
採
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
実
践
を
重
ね
な
が
ら
、
新
た
な
官
民
協
働
の
風
景
管
理
の
あ

り
方
を
探
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

５ 

特
色
あ
る
三
つ
の
道
の
駅 

 

日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
の
エ
リ
ア
内
に
は
三
つ
の
道
の
駅
が
あ
る
。
宮
崎
市
の
堀
切
峠
直
近

の
「
道
の
駅
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」、
日
南
市
南
郷
町
の
「
道
の
駅
な
ん
ご
う
」、
そ
し
て
日
南
市
坂
元
棚

田
の
近
く
に
あ
る
「
道
の
駅
酒
谷
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
特
徴
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。 

 

〈
道
の
駅
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
〉 

 

日
南
海
岸
の
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
一
つ
で
、
宮
崎
市
南
部
に
位
置
す
る
。
道
の
駅

の
前
の
道
路
を
わ
た
る
と
す
ぐ
に
ボ
ー
ド
デ
ッ
キ
の
展
望
台
が
あ
り
、
高
い
位
置
か
ら
青
く
広
大
な

海
と
鬼
の
洗
濯
板
を
見
渡
せ
る
。
ま
た
、
山
側
に
は
散
策
路
が
整
備
さ
れ
、
様
々
な
南
国
風
の
植
栽

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
堀
切
峠
は
道
の
駅
か
ら
道
路
沿
い
に
整
備
さ
れ
た
歩
道
を
通
っ
て
往
復

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
本
道
の
駅
の
駐
車
場
は
大
き
い
の
で
、
マ
イ
カ
ー
の
み
な
ら
ず
、
観
光

バ
ス
、
そ
し
て
バ
イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
方
々
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
。 

 

店
舗
機
能
と
し
て
は
、
地
域
の
海
産
・
農
産
物
や
加
工
品
の
販
売
の
他
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
り
、

ま
た
マ
ン
ゴ
ー
な
ど
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
は
観
光
客
に
人
気
で
あ
る
。 

 

写真 25 あじさいロード 
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〈
道
の
駅
な
ん
ご
う
〉 

 
こ
の
道
の
駅
か
ら
の
海
の
眺
め
も
す
ば
ら
し
い
。
眼
下
に
は
海
が
広
が
り
、
目
の
前
に
は
緑
豊
か

な
半
島
と
島
々
が
展
開
す
る
。
道
の
駅
近
辺
に
は
亜
熱
帯
性
の
植
物
が
繁
茂
し
、
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の

森
も
あ
る
。
さ
ら
に
季
節
ご
と
色
と
り
ど
り
の
花
々
で
飾
ら
れ
る
。
近
辺
に
は
宮
崎
県
総
合
農
業
試

験
場
亜
熱
帯
作
物
支
場
も
あ
り
、
道
の
駅
の
周
辺
で
の
散
策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
道
の

駅
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
ま

つ
り
は
そ
の
代
表
で
あ
る
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
カ
レ
ー
早
食
い
大
会
ま
で
、
様
々
な
楽
し
い
企
画

が
目
白
押
し
で
あ
る
。 

店
舗
機
能
と
し
て
は
、
地
域
の
海
産
・
農
産
物
や
加
工
品
の
販
売
の
ほ
か
、
食
堂
も
あ
り
、
マ
グ

ロ
や
伊
勢
エ
ビ
を
始
め
と
し
た
海
鮮
メ
ニ
ュ
ー
が
多
い
。
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
も
人
気
で
あ
る
。 

 

〈
道
の
駅
酒

谷
〉 

 

美
し
い
飫
肥

杉
の
山
に
囲
ま

れ
、
近
く
に
は

日
南
ダ
ム
の
湖

面
が
見
え
る
。

坂
元
棚
田
も
こ

の
駅
か
ら
近

い
。
大
き
な
茅

葺
き
屋
根
の
建

物
と
敷
地
入
り

口
に
あ
る
大
き

な
木
造
の
ゲ
ー

ト
が
目
印
で
あ

る
。
こ
の
道
の

駅
の
一
番
の
特

徴
は
、
行
政
や

指
定
管
理
者
で

は
な
く
、
地
元

住
民
自
ら
が

「
酒
谷
ふ
る
さ

と
特
産
品
セ
ン

タ
ー
管
理
運
営

協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
て
駅
を
運
営
し
て
お
り
、
さ
ら
に
従
業
員
約
二
〇
人
が
全
て
酒
谷
地
区
の
住

民
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
平
成
二
三
年
に
は
、
地
域
住
民
の
出
資
に
よ
り
株
式
会
社
化
さ
れ
た
。 

こ
こ
で
販
売
さ
れ
る
農
産
物
等
は
酒
谷
地
区
で
生
産
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
店
内
に

は
、
商
品
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
手
書
き
で
い
い
雰
囲
気
を

出
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
駅
の
名
物
は
よ
も
ぎ
で
作
っ
た
「
草
だ
ん
ご
」
で
あ
る
。
新
鮮
な
農
産

物
も
常
に
ふ
ん
だ
ん
に
並
ん
で
い
る
。
店
員
さ
ん
の
雰
囲
気
も
朗
ら
か
で
心
安
ら
ぐ
。 

施
設
の
敷
地
内
に
は
遊
具
施
設
や
広
場
も
あ
る
た
め
、
ド
ラ
イ
ブ
の
休
憩
が
て
ら
こ
こ
で
ゆ
っ
く

り
す
る
の
も
良
い
だ
ろ
う
。 

 

四 

日
南
海
岸
き
ら
め
き
ラ
イ
ン
エ
リ
ア
の

祭
り
・
ホ
テ
ル
・
観
光
情
報
な
ど 

１
．
宮
崎
市 

●
祭
り
な
ど 

 

宮
崎
市
の
ま
ち
な
か
の
代
表
的
な
祭
り

と
し
て
は
、「
宮
崎
神
宮
大
祭
」
が
あ
る
。

市
民
か
ら
は
「
神
武
さ
ま
」
と
呼
ば
れ
、

毎
年
十
月
末
～
十
一
月
初
め
に
開
催
さ
れ

る
。
中
心
市
街
地
の
橘
通
り
、
高
千
穂
通

り
は
通
行
止
め
と
な
り
、
大
勢
の
行
列
が

中
心
市
街
地
を
練
り
歩
く
。
沿
道
に
は
屋

台
も
な
ら
び
、
多
く
の
人
で
賑
わ
う
。 

 

そ
の
他
、
観
光
都
市
「
み
や
ざ
き
」
で

は
、
ま
ち
な
か
が
多
く
の
人
々
で
賑
わ
う

大
き
な
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
が
い
く
つ
か
あ

る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
「
み
や
ざ
き
国
際
ス

ト
リ
ー
ト
音
楽
祭
」。
こ
れ
は
宮
崎
市
で
、

世
界
的
に
著
名
な
音
楽
家
を
招
い
て
開
催

さ
れ
る
「
宮
崎
国
際
音
楽
祭
」
の
一
環
と

し
て
ま
ち
な
か
で
開
か
れ
る
も
の
で
、
橘

通
り
と
高
千
穂
通
り
を
通
行
止
め
に
し
て

様
々
な
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
る
。
七
月
に
は

「
ま
つ
り
え
れ
こ
っ
ち
ゃ
み
や
ざ
き
」。
こ

れ
は
、
全
国
で
開
催
さ
れ
る
「
よ
さ
こ
い

祭
り
」
の
よ
う
な
も
の
で
、
多
く
の
市
民

祭りなど 場所 開催月

青島神社裸参り 青島 1月 青島神社 0985-65-1262

月知梅うめまつり 月知梅公園 2月 高岡総合支所地域総務課 0985-82-1111

生目神社大祭 生目神社 2月 生目神社 0985-47-8272

宮崎国際音楽祭 メディキット県民文化センターなど 4-5月 宮崎国際音楽祭事務局 0985-28-3208

宮崎みなとまつり 宮崎港 5月 宮崎市企画政策課 0985-21-1711

はなしょうぶまつり 阿波岐原市民の森 5-6月 宮崎市公園緑地課 0985-21-1814

きよたけ郷土祭り 岡ノ下公園 7月 きよたけ郷土祭り実行委員会 0985-69-5725

佐土原夏祭り 上田島本町通り 7月 佐土原小学校区地域づくり協議会 0985-74-3471

みやざき青島サマーフェスタ 青島海水浴場,こどものくになど 7-8月 宮崎市観光協会 0985-20-8658

みやざきグルメとランタンナイト フローランテ宮崎 8月 宮崎市観光協会 0985-20-8658

みやざき納涼花火大会 宮崎市鶴島大淀河畔 8月 宮崎商工会議所 0985-22-2161

佐土原総合支所地域総務課 0985-73-1411

新富町観光協会 0983-33-6029

田野町太鼓フェスティバル 田野運動公園多目的広場 8月 田野総合支所地域総務課 0985-86-1111

みやざき青島国際ビールまつり こどものくに 8月 宮崎市観光協会 0985-20-8658

いせえび祭り 内海港,青島漁港 9月 宮崎市漁業協同組合 0985-65-1011

宮崎神宮大祭 宮崎神宮,宮崎市街地など 11月 宮崎商工会議所 0985-22-2161

問い合わせ先

サマーフェスティバルin一ツ瀬 一ツ瀬日向大橋河川敷 8月

0985-83-2216

0985-20-8658

まつりえれこっちゃみやざき
振興会事務局

7月橘通りほかまつりえれこっちゃみやざき

春神楽
江田神社,生目神社

青島神社,船引神社など
3月 宮崎市観光協会

表 2 宮崎市の祭りなど 

表 1 道の駅 
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が
道
路
上
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
披
露
す
る
。
こ
の
ほ
か
、

春
の
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ
、

夏
の
納
涼
花
火
大
会
な
ど
、

四
季
折
々
に
様
々
な
祭
り
・

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
の

で
、
宮
崎
を
訪
れ
る
際
に
は

そ
れ
ら
の
情
報
も
チ
ェ
ッ
ク

し
て
お
き
た
い
。 

●
ホ
テ
ル
な
ど 

 

宮
崎
市
の
中
心
市
街
地
や

宮
崎
駅
周
辺
に
は
多
く
の
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が
あ
る
。
ま

た
、
大
淀
川
河
畔
に
は
老
舗

の
大
規
模
ホ
テ
ル
が
あ
り
、

一
ツ
葉
海
岸
、
青
島
地
域
に

も
ホ
テ
ル
、
旅
館
は
多
い
。
青
島
近
辺
や
国
道
二
百
二
十
号
沿
い
に
は
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
サ
ー

フ
ァ
ー
や
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
用
の
宿
泊
施
設
も
多
い
。 

●
食
、
特
産
品
な
ど 

 

宮
崎
市
内
の
飲
食
店
で
は
、
宮
崎
県
内
の
様
々
な
名
産
物
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
宮
崎
牛
や

地
鶏
の
有
名
店
も
多
い
。
特
に
地
鶏
に
つ
い
て
は
、
強
力
な
炭
火
で
肉
か
ら
し
た
た
り
落
ち
た
油
が

燃
え
て
肉
が
真
っ
黒
に
な
っ
た
「
炭
火
焼
き
」
が
名
物
で
あ
る
。
調
理
法
や
味
付
け
は
店
に
よ
っ
て

微
妙
に
違
う
た
め
、
地
元
の
方
々
は
そ
れ
ぞ
れ
に
好
み
の
店
が
あ
る
。
ま
た
、
近
年
は
「
み
や
ざ
き

地
頭
鶏
（
じ
ど
っ
こ
）」
が
全
国
的
に
人
気
を
集
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
地
鶏
の
肉
は
固
い
と

の
印
象
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
地
頭
鶏
は
柔
ら
か
く
弾
力
に
富
み
、
甘
み
が
あ
っ
て
ジ
ュ
ー
シ

ー
で
あ
る
。
地
鶏
の
刺
身
も
絶
品
で
あ
る
。 

 

も
う
一
つ
、
宮
崎
と
言
え
ば
「
チ
キ
ン
南
蛮
」
で
あ
ろ
う
。
発
祥
は
延
岡
市
で
あ
る
が
、
宮
崎
市

内
で
も
系
列
店
の
ほ
か
、
多
く
の
飲
食
店
で
供
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宮
崎
市
は
「
レ
タ
ス
巻
き
」

「
肉
巻
き
お
に
ぎ
り
」
発
祥
の
地
で
も
あ
る
。 

 

郷
土
料
理
と
し
て
は
「
冷
や
汁
」
が
有
名
で
あ
る
。「
釜
揚
げ
う
ど
ん
」
も
宮
崎
名
物
で
有
名
店

も
多
い
。
日
向
灘
で
と
れ
る
海
の
幸
を
出
す
店
も
多
い
。 

 

宮
崎
発
祥
の
菓
子
と
し
て
は
ま
ん
じ
ゅ
う
の
中
に
チ
ー
ズ
が
入
っ
た
「
チ
ー
ズ
ま
ん
じ
ゅ
う
」、

イ
チ
ゴ
が
入
っ
た
「
な
ん
じ
ゃ
こ
ら
大
福
」
が
定
番
で
あ
ろ
う
。 

果
物
と
し
て
は
、
宮
崎
市
清
武
町
が
発
祥
と
さ
れ
る
「
日
向
夏
」
が
あ
る
。
夏
み
か
ん
を
一
回
り

小
さ
く
し
、
色
は
ど
ち
ら
と
い
え
ば
レ
モ
ン
に
近
い
。
黄
色
の
皮
を
薄
く
む
き
、
白
い
ス
ポ
ン
ジ
部

分
を
果
肉
と
一
緒
に
食
べ
る
。
地
元
で
は

こ
れ
に
醤
油
を
か
け
る
人
も
い
る
よ
う
で

あ
る
。 

 

な
お
、
物
産
館
は
宮
崎
県
庁
の
す
ぐ
隣

に
あ
り
、
宮
崎
県
直
営
の
特
産
品
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
中
心
市
街
地
の
橘
通
り
に
も
、「
ふ
る
さ
と

物
産
館 

海
幸
・
山
幸
」
が
あ
る
。
宮
崎
港
の
す
ぐ
近
く
に
は
農
産
物
直
売
所
「
港
の
駅
」
が
あ
り
、

青
島
漁
港
に
は
海
産
物
の
直
売
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。 

●
情
報
案
内
、
道
の
駅
な
ど 

 

観
光
案
内
所
は
、
宮
崎
駅
構
内
、
青
島
の
参
道
入
り
口
に
あ
る
。
道
の
駅
は
国
道
二
二
〇
号
の
堀

切
峠
の
す
ぐ
近
く
に
あ
り
、
地
元
産
品
の
販
売
の
ほ
か
、
レ
ス
ト
ラ
ン
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。 

 

２
．
日
南
市 

●
祭
り
な
ど 

 
日
南
市
内
で
の
比
較
的
大
規
模
な
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
五
月
末
～
六
月
の
ジ
ャ
カ
ラ
ン

ダ
ま
つ
り
（
南
郷
町
）、
七
月
の
油
津
港
ま
つ
り
、
十
月
の
飫
肥
城
下
ま
つ
り
、
十
一
月
の
油
津
堀

川
ま
つ
り
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
夏
の
花
火
シ
ー
ズ
ン
、
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン
に
は
様
々

な
催
し
が
あ
る
の
で
、
事
前
に
確
認
さ
れ
た
い
。 

ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
既
に
触
れ
た
が
、
期
間
中
は
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
が
紫
の
雲
の
よ

う
に
咲
き
誇
り
、
夜
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
幻
想
的
な
風
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
期
間

中
は
、
地
元
特
産
品
の
振
舞
い
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
開
催
さ
れ
る
。
油
津
港
祭
り
の
最
大

ホテル・旅館 電話 住所

ホテル浜荘 0985-24-3019 吾妻町151

ホテル金住 0985-25-3455 吾妻町66

宮崎観光ホテル 0985-27-1212 松山1丁目1-1

ひまわり荘 0985-24-5285 瀬頭2丁目4-5

ビジネス宮崎ロイヤルホテル 0985-25-5221 瀬頭2丁目5-20

ユースホステルサンフラワー宮崎 0985-24-5785 旭1丁目3-10

エムズホテルクレール宮崎 0985-61-8622 橘通東1丁目8-6

スーパーホテル宮崎 0985-61-9000 橘通東2丁目2-6

ホテルエリアワン宮崎 0985-22-1002 末広1丁目2-21

ホテルセンチュリー宮崎 0985-26-5555 老松1丁目4-27

レガロホテル宮崎 0985-31-6300 橘通東2丁目9-18

旅館  小戸荘 0985-23-2092 橘通東2丁目9-8

ビジネスホテルやかた 0985-24-7786 末広1丁目4-26

アリストンホテル宮崎 0985-23-1333 橘通西3丁目1-1

ホテルメリージュ 0985-26-6666 橘通東3丁目1-11

旅館牧水 0985-22-2007 広島1丁目8-14

ビジネスホテル鶴富 0985-22-3072 広島2丁目1-8

ニューウェルシティ宮崎 0985-23-3311 宮崎駅東1丁目2-8

東横イン  宮崎駅前 0985-32-1045 老松2丁目2-31

宮崎ライオンズホテル 0985-22-6111 高松町4-39

宮崎ファイブシーズホテル 0985-35-8807 南高松町42-1

アパホテル  宮崎駅橘通 0985-20-5500 橘通東3丁目4-4

山水荘むさし 0985-24-5535 広島1丁目4-20

JR九州ホテル宮崎 0985-29-8000 錦町１-10

ホテルスカイタワー 0985-31-1111 高千穂通2丁目1-26

エアラインホテル 0985-29-7070 橘通西3丁目10-19

ホテルエリアワン宮崎シティ 0985-20-8020 中央通4-1

東横イン  宮崎中央通 0985-38-1045 中央通4-14

ホテルブリスベンズ 0985-32-8888 千草町5-7

ホテルマリックス 0985-28-6161 千草町15-8

ホテルマリックスラグーン 0985-38-5000 清水3丁目105

川六  旅館 0985-24-4012 清水1丁目5-4

ホテルJALシティ宮崎 0985-25-2580 橘通西4丁目2-30

宮崎グリーンホテル 0985-22-1121 大橋2丁目36-1

宮崎第一ホテル 0985-23-1111 橘通東5丁目4-14

ガーデンテラス宮崎ホテル&リゾート 0985-73-8888 下原町247-18

ビジネスホテル有明 0985-51-3888 中村東2丁目5-16

宿  さつま荘 0985-51-4488 太田3丁目6-9

フェニックス・シーガイア・リゾート 0985-21-1111 山崎町浜山

料理旅館  湯楽庵  みやざき 0985-86-6633 高洲町244-81

青島グランドホテル 0985-65-0111 青島1丁目16-64

青島サンクマール 0985-55-4390 大字折生迫7408

青島水光苑ホテル 0985-65-1234 大字加江田4664

ANA ホリデイ  ・  イン  リゾート宮崎 0985-65-1555 青島1丁目16-1

地蔵庵 0985-65-0039 青島1丁目6-4

民宿  知福 0985-65-0252 青島1丁目1-11

民宿  美波 0985-65-0037 青島2丁目5-10

民宿  日向路 0985-65-1290 青島2丁目4-32

ルートイングランティアあおしま太陽閣 0985-65-1531 青島西1丁目16-2

ひろせ旅館 0985-73-0010 佐土原町松小路7-3

一里山園 0985-89-1267 高岡町浦之名4907-75

杜の宿  ホテル四季見 0982-72-3733
西臼杵郡高千穂町
三田井729-29

表 3 宮崎市のホテルなど 

直売所 電話 住所

和みの郷 よっちゃん市場 0985-89-2368 大字塩路字六反2372-20

ぽっくる農園 0985-78-6000 大字塩路字小池564

直売所 たべると 0985-39-0797 大字島之内9124

宮崎市石崎の杜 歓鯨館 0985-62-7757 佐土原町下那珂8-1

ふるさと物産館「海幸・山幸」 0985-61-3950 橘通東2丁目4-8 

農産物直売所 港の駅 0985-27-6751 稗原町21-1

楽市場 児玉米穀店 0985-41-7261 大塚町原の前1578-2

宮崎市田野物産センター(みちくさ) 0985-86-5050 田野町甲3157-2

宮崎市漁協直販センター 0985-65-0606 青島3丁目5-1

JA綾町 水の郷綾直販センター 0985-53-9750 中村西3丁目2-44

JAこばやし農産物直売所 百笑村 大塚店 0985-53-0828 大塚町樋之口2003

情報案内 電話 住所

宮崎市観光案内所 0985-22-6469 錦町1-8 JR宮崎駅構内

青島観光インフォメーション 0985-65-1145 青島2丁目12-11(青島参道入り口)

江田神社待機所 阿波岐原町産母127

道の駅 電話 住所

道の駅 高岡 0985-82-4936 高岡町花見304-5

道の駅 田野 0985-86-2960 田野町甲7885-164

道の駅 フェニックス 0985-65-2773 大字内海字三池381-1

宮崎市観光協会 0985-20-8658
錦町1-10  宮崎グリーンスフィア

                   壱番館3階

表 4 宮崎市の直売所など 
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の
見
せ
場
は
、
花
火
大
会
で
、
一
万
発
と
い
う
県
内
最
大
規
模
の

打
ち
上
げ
数
を
誇
る
。
日
中
に
は
「
弁
甲
競
漕
大
会
」
や
飫
肥
杉

木
造
船
の
「
チ
ョ
ロ
船
」
の
乗
船
体
験
が
あ
る
。
飫
肥
城
下
ま
つ

り
で
は
、
郷
土
芸
能
や
武
者
行
列
・
ミ
ス
お
姫
様
な
ど
の
パ
レ
ー

ド
が
繰
り
出
し
、
盛
大
な
時
代
絵
巻
が
披
露
さ
れ
る
。
ま
た
、
元

禄
の
こ
ろ
か
ら
伝
わ
る
泰
平
踊
も
な
か
な
か
格
調
高
い
。
油
津
堀

川
ま
つ
り
で
は
、
堀
川
運
河
を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
飾
る
点
灯

式
の
あ
と
、
夢
広
場
の
ス
テ
ー
ジ
で
ラ
イ
ブ
や
イ
ベ
ン
ト
、
運
河

で
の
チ
ョ
ロ
船
体
験
の
ほ
か
、
弁
甲
筏
流
し
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
夢
広
場
を
中
心

と
し
て
多
く
の
屋
台
が
並
ぶ
。 

 

以
上
に
加
え
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
日
南
の
幸
び
ら
き
」
と
呼
ば
れ
る
体
験
型
ツ
ア

ー
イ
ベ
ン
ト
も
あ
る
。
日
南
市
内
に
あ
る
工
場
や
、
焼
酎
や
醤
油
の
蔵
、
あ
る
い
は
漁
港
、
飲
食
店

な
ど
多
く
の
企
業
が
参
加
し
、
そ
こ
を
少
人
数
で
訪
れ
、
地
元
の
人
で
も
あ
ま
り
知
ら
な
い
よ
う
な

体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。シ
ー
ズ
ン
ご
と
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
発
表
さ
れ
、完
全
予
約
制
な
の
で
、

折
に
触
れ
て
Ｈ
Ｐ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
欲
し
い
。 

●
ホ
テ
ル
な
ど 

 

日
南
市
油
津
地
区
に
は
、
比
較
的
多
く
の
ホ
テ
ル
、
旅
館
が
あ
る
。
た
だ
し
、
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン

プ
シ
ー
ズ
ン
な
ど
は
混
み
合
う
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
北
郷
町
花
立
公
園
内
に
は
、
ホ
テ
ル
・

温
泉
・
ゴ
ル
フ
場
が
一
つ
に
な
っ
た
リ
ゾ
ー
ト
が
あ
り
、北
郷
温
泉
地
区
に
は
複
数
の
旅
館
が
あ
る
。

飫
肥
地
区
の
宿
泊
施
設
は
少
な
い
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。 

 

日
南
市
か
ら
日
南
海
岸
を
南
下
す
る
と
海
岸
沿
い
に
幾
つ
か
の
民
宿
が
あ
る
。
ま
た
、
南
郷
町
に

は
海
辺
に
中
規
模
の
ホ
テ
ル
が
、
街
な
か
に
も
小
規
模
の
ホ
テ
ル
が
あ
る
。 

●
食
、
特
産
品
な
ど 

 

日
南
市
と
言
え
ば
ま
ず
は
海
産
物
で
あ
る
。
と
び
き
り
新
鮮
な
カ
ツ
オ
の
刺
身

や
た
た
き
は
モ
チ
モ
チ
と
し
て
甘
い
。
ま
た
、
地
元
な
ら
で
は
の
料
理
と
し
て
、

刺
身
を
ご
飯
の
中
に
入
れ
熱
い
お
茶
を
か
け
て
食
べ
る
「
か
つ
お
め
し
」
や
、
マ

グ
ロ
の
胃
袋
「
ご
ん
ぐ
り
」
料
理
が
あ
る
。
最
近
で
は
ご
当
地
グ
ル
メ
と
し
て
、「
日

南
一
本
釣
り
カ
ツ
オ
炙
り
重
」
が
人
気
で
あ
る
。
各
飲
食
店
は
、
味
付
け
や
食
べ

方
な
ど
特
定
の
ル
ー
ル
に
従
っ
た
上
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
出
し
て
い
る
。 

 

伊
勢
え
び
も
名
産
で
あ
る
。
九
～
十
一
月
が
シ
ー
ズ
ン
で
、
日
南
海
岸
沿
い
の

飲
食
店
は
「
伊
勢
え
び
大
漁
ま
つ
り
」
と
銘
打
ち
、
伊
勢
え
び
料
理
を
提
供
す
る
。

さ
ら
に
、
伊
勢
え
び
の
陰
に
隠
れ
て
い
る
が
、
ア
サ
ヒ
ガ
ニ
や
ウ
チ
ワ
エ
ビ
は
日

南
海
岸
の
知
る
人
ぞ
知
る
。 

 

日
南
市
内
の
地
区
別
に
見
る
と
、
油
津
地
区
で
は
、「
魚
う
ど
ん
」
が
有
名
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
戦
時
中
の
食
糧
不
足
の
頃
、
代
用
食
と
し
て
魚
の
す
り
身
で
麺
を

つ
く
り
、
う
ど
ん
の
よ
う
に
し
た
も
の
で
、
あ
っ
さ
り
し
た
中
に
魚
の
味
わ
い
が

あ
る
。 

 

一
方
、
飫
肥
地
区
の
グ
ル
メ
と
し
て
は
、
飫
肥
天
、
厚
焼
き
卵
、
手
焼
き
せ
ん
べ
い
が
伝
統
的
代

表
格
で
あ
る
。
飫
肥
天
は
、
薩
摩
揚
げ
に
似
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
柔
ら
か
く
か
な
り
甘
い
。
厚
焼

き
卵
は
、
こ
れ
も
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
も
の
で
、
味
も
食
感
も
卵
焼
き
と
い
う
よ
り
は
プ
リ
ン
に

近
い
。
手
焼
き
せ
ん
べ
い
は
、
松
葉
の
形

で
、
外
側
は
最
中
に
似
た
パ
リ
ッ
と
し
た

生
地
、
中
は
砂
糖
蜜
で
張
り
合
わ
せ
て
あ

る
。
こ
の
三
種
、
い
ず
れ
も
甘
み
の
強
い

も
の
で
、
武
家
の
豊
か
な
文
化
の
象
徴
と

言
え
よ
う
。 

 

山
間
部
に
目
を
移
す
と
、
日
南
市
北
郷

町
に
は
珍
味
「
か
に
ま
き
汁
」
が
あ
る
。

広
瀬
川
に
生
息
す
る
「
山
太
郎
が
に
（
モ

ク
ズ
ガ
ニ
）」
を
石
臼
で
潰
し
て
つ
く
る
旨

み
が
し
っ
か
り
と
凝
縮
さ
れ
た
吸
い
物
で

あ
る
。
山
太
郎
が
に
は
大
量
に
獲
れ
る
も

の
で
は
な
い
の
で
、
ど
こ
で
も
味
わ
え
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
巡
り
会
う
こ
と
が
で

き
た
ら
ぜ
ひ
ト
ラ
イ
し
て
み
た
い
。 

 

こ
の
ほ
か
の
特
産
農
産
物
と
し
て
は
、

祭りなど 場所 開催月

花立公園桜まつり 花立公園 3-4月 日南市商工観光課 0987-31-1134

ジャカランダまつり 道の駅 なんごう 5-6月 ジャカランダまつり実行委員会 0987-31-1134

油津港まつり 油津港 7月 油津港まつり協賛会 0987-31-1134

伊勢えび大漁まつり 日南海岸 9-11月 日南市観光協会 0987-31-0606

飫肥城下まつり協賛会 0987-31-1134

日南市観光案内所 0987-31-0606

油津堀川まつり 堀川夢ひろば 11月 油津堀川まつり実行委員会事務局 0987-23-2211

飫肥城下まつり 飫肥城周辺 10月

問い合わせ先

なんごう黒潮まつり
B&G海洋センター前広場

(目井津港内)
8月

なんごう黒潮まつり
実行委員会事務局

0987-64-1723

シャンシャン馬道中唄
全国大会

鵜戸神宮 3月
シャンシャン馬道中唄
全国大会事務局

0987-31-1134

表 5 日南市の祭りなど 

ホテル・旅館 電話 住所

民宿  ふるさと 0987-23-6686 油津4丁目13-6

旅館  城戸荘 0987-23-1011 春日町15-24

ホテルシーズン日南 0987-22-5151 園田3丁目11-1

ビジネスホテルサンライズ 0987-23-9645 岩崎1丁目9-11

ふじやす旅館 0987-22-2738 岩崎2丁目11-10

旅館  日南子 0987-23-2115 岩崎2丁目4-7

日南第一ホテル 0987-23-9111 岩崎3丁目3-13

旅館  いろは 0987-23-2339 岩崎3丁目7-1

ホテルリッチ 0987-22-2121 戸高2丁目1-5

旅館  百合 0987-25-2559 飫肥1丁目1-21

かんぽの宿  日南 0987-22-5171 星倉2228-1

おびむらさき(貸別荘) 0987-25-1680 飫肥9丁目-1-26

酒谷キャンプ場 0987-26-1216 酒谷甲3360-2

ロッヂ「N'TRIBE」 0987-23-8324 平山2318-2

民宿  南光 0987-29-1014 宮浦3317

鵜戸民宿ドライブイン 0987-29-1024 宮浦4912-乙

ホテル・ドライブイン大海 0987-29-1308 宮浦568-1

ドライブイン弥太郎 0987-29-1052 富士1694-1

富士民宿 0987-29-1296 富士1726

はまゆう荘 0987-27-1502 大堂津3丁目-7-10

農家民宿  上の丘 0987-27-1816 萩之嶺3540-1

日南海岸南郷プリンスホテル 0987-64-2111 南郷町城浦

みよし家 0987-64-0128 南郷町中村乙2072‐1

ホテル丸万 0987-64-1788 南郷町中村乙4893

鈴之家旅館 0987-64-0015 南郷町中村乙4898

旅館  美亜 0987-64-0816 南郷町中村乙56-1

ビジネスホテルサーフィン 0987-64-0748 南郷町中村乙57-1

宿  なんごう 0987-64-2010 南郷町潟上134-97

大島アドベンチャーキャビン 0987-31-1134 南郷町中村乙7619-1

栄松ビーチキャンプ場 0987-64-0002 南郷町中村乙4178-1

サンチェリー北郷 0987-55-3611 北郷町大藤甲1519-3

北郷温泉旅館  丸新荘 0987-55-2953 北郷町大藤甲3619-2

農園ぴくにっく 0987-55-3309 北郷町大藤乙229-ロ

北郷音色香の季  合勧のはな 0987-21-7110 北郷町郷之原2711

ホテルジェイズ日南リゾート 0987-55-3333 北郷町郷之原甲2821-1

蜂之巣コテージ 0987-55-3828 北郷町郷之原甲2850-1

表 6 日南市のホテルなど 

直売所 電話 住所

上郷即売所 0987-55-2700 北郷町郷之原甲3017-1

ＪＡはまゆうアグリショップ 0987-21-1368 中央通2丁目3-18

里のあきね 0987-28-1456 大字大窪1416-1

南郷地どれ会 0987-64-3830 南郷町中村乙65-1

よわら夢ひろば 0987-21-8001 南郷町榎原甲109-4

こざえん 0987-27-2789 日南市下方122-1

愛菜果花(あい・さい・か・か) 0987-23-1476 大字殿所2702-1

直売所  やまんくち 080-6419-1626 大字楠原558-1

おおはし茶屋 0987-25-1020 大字吉野方2924-2

港の駅  めいつ 0987-64-1581 南郷町中村乙4862-9

大戸野即売所 0987-56-1035 北郷町北河内7023-20

大藤即売所 0987-55-2935 北郷町大字大藤甲803-2

情報案内 電話 住所

日南市観光案内所 0987-31-0606 岩崎2丁目13−3 JR油津駅構内

道の駅 電話 住所

道の駅  なんごう 0987-64-3055 南郷町贄波3220-24

道の駅  酒谷 0987-26-1051 大字酒谷甲1840-4

中央通1丁目1-1

日南市商工観光課内
日南市観光協会 0987-31-1134

サンチェリー北郷
ゆの駅「海幸・山幸」

0987-55-3611 北郷町大藤甲1519-3

表 7 日南市の直売所など 
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マ
ン
ゴ
ー
に
地
頭
鶏
も
見
逃
せ
な
い
。
い
ず
れ
も
宮
崎
県
の
特
産
品
で
あ
る
が
、
実
は
日
南
市
内
で

多
く
生
産
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
先
述
の
日
向
夏
の
ほ
か
、
温
州
ミ
カ
ン
、
キ
ン
カ
ン
、
デ
コ
ポ
ン
、

タ
ン
カ
ン
な
ど
柑
橘
系
は
種
類
が
豊
富
で
あ
る
。
市
内
に
は
果
物
の
直
売
所
が
多
く
、
比
較
的
安
価

で
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

そ
し
て
な
に
よ
り
日
南
市
と
言
え
ば
焼
酎
と
醤
油
で
あ
る
。
市
内
に
は
い
く
つ
も
の
焼
酎
蔵
が
あ

り
、
芋
焼
酎
を
ベ
ー
ス
に
様
々
な
銘
柄
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。
日
南
市
の
焼
酎
は
芋
の
に
お
い
が
少

な
く
、
す
っ
き
り
と
し
た
味
わ
い
の
も
の
が
多
い
。
そ
の
上
に
、
蔵
ご
と
に
個
性
豊
か
な
味
わ
い
を

持
つ
。
醤
油
蔵
も
市
内
に
集
中
し
て
い
る
。
南
九
州
の
醤
油
は
甘
め
の
も
の
が
多
い
。
郷
土
料
理
と

あ
わ
せ
て
味
わ
っ
て
み
た
い
。 

●
情
報
案
内
、
道
の
駅
な
ど 

 

独
立
し
た
観
光
案
内
所
は
な
い
が
、
飫
肥
城
の
駐
車
場
、
油
津
の
堀
川
資
料
館
、
道
の
駅
に
は
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
観
光
資
料
が
あ
る
。ホ
テ
ル
・
宿
泊
施
設
で
も
入
手
で
き
る
の
で
活
用
さ
れ
た
い
。

道
の
駅
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
道
の
駅
な
ん
ご
う
、
道
の
駅
酒
谷
が
あ
り
、
観
光
情
報
の
提
供
、
物

販
の
ほ
か
、
地
域
づ
く
り
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。 

 

３
．
串
間
市 

●
祭
り
な
ど 

二
月
上
旬
に
は
都
井
岬
の
野
焼
き
が
あ
る
。
ダ
ニ
な
ど
の
病
害
虫
を
駆
除
し
、
春
の
芽
吹
き
を
よ

く
す
る
た
め
に
、
牧
組
合
の
人
々
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
。
春
の
訪
れ
を
予
感
さ
せ
る
冬
の
風
物
詩

と
な
っ
て
い
る
。 

八
月
中
旬
に
は
福
島
港
花
火
大
会
が
あ
る
。打
ち
上
げ
前
に
は
バ
ン
ド
や
太
鼓
演
奏
な
ど
も
あ
り
、

地
場
産
品
販
売
や
軽
食
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と
夏
の
夜
を
楽
し
み
た
い
。 

八
月
下
旬
に
は
、
期
間
二
日
間
で
約
一
万
人
が
訪
れ
る
、
串
間
市
最
大
の
祭
り
で
あ
る
都
井
岬
火

ま
つ
り
が
あ
る
。
都
井
地
区
に
伝
わ
る
大
蛇
伝
説
に
ち
な
ん
だ
伝
統
行
事
「
柱
松
」
が
メ
イ
ン
で
、

高
さ
三
十
メ
ー
ト
ル
の
柱
を
立
て
、
そ
の
頂
上
め
が
け
て
下
か
ら
松
明
を
投
げ
入
れ
る
。
松
明
は
、

暗
闇
の
中
で
放
物
線
を
描
い
て
何
度
も
投
げ
上
げ
ら
れ
る
。
柱
松
の
頂
点
に
松
明
が
命
中
す
る
と
、

仕
掛
け
ら
れ
た
花
火
か
ら
火
花
が
吹
き
出
す
。
こ
の
豪
快
か
つ
幻
想
的
な
光
景
は
一
見
の
価
値
あ
り

で
あ
る
。 

こ
の
ほ
か
、
串
間
市
で
も
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
南
国
時
間
」
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
先
述
の
ト

ビ
ウ
オ
す
く
い
や
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
、
芋
掘
り
な
ど
、
平
成
二
十
七
年
時
点
で
二
二
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

あ
る
。 

●
ホ
テ
ル
な
ど 

 

串
間
市
街
地
に
数
件
の
宿
泊
施
設
（
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
、
旅
館
、
民
宿
）
が
あ
り
、
本
城
地
区
に

は
「
串
間
温
泉
い
こ
い
の
里
」
の
ほ
か
、
二
軒
の
宿
泊
施
設
が
あ
る
。
ま
た
、
都
井
岬
に
は
国
民
宿

舎
の
ほ
か
、
二
軒
の
民
宿
が
あ
る
。 

●
食
、
特
産
品
な
ど 

 

当
然
で
あ
る
が
海
の
幸
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
特
に
、
カ
ン
パ
チ
や
ブ
リ
の
養
殖
が
盛
ん
で
、
ご
当

地
グ
ル
メ
と
し
て
「
串
間
活
〆
ぶ
り
プ
リ
丼
ぶ
り
」
を
売
り
出
し
中
で
あ
る
。
串
間
で
養
殖
さ
れ
た

ブ
リ
と
五
種
類
以
上
の
旬
の
野
菜
を
使
っ
た
ど
ん
ぶ
り
で
、
平
成
二
五
年
に
デ
ビ
ュ
ー
し
て
多
く
の

観
光
客
に
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
ト
ビ
ウ
オ
漁
も
盛
ん
で
あ
る
。
ト
ビ
ウ
オ
の
刺

身
は
鮮
度
が
命
で
、
串
間
市
内
で
供
さ
れ
る
刺
身
は
他
所
と
は
ひ
と
味
違
う
。 

焼
酎
も
特
産
で
あ
る
。
市
内
に
は
蔵
が
三
軒
あ
り
、
個
性
的
な
芋
焼
酎
を
生
み
出
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
マ
ン
ゴ
ー
、
完
熟
キ
ン
カ
ン
な
ど
も
名
産
品
で
あ
る
。 

●
情
報
案
内
、
道
の
駅
な
ど 

 

道
の
駅
は
市
内
に
は
な
い
が
、
観
光
協
会
や
串
間
温
泉
や
旧
吉
松
邸
等
の
観
光
施
設
で
情
報
を
入

手
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

祭りなど 場所 開催月

きんかん祭り JA串間市大束 2月 JA串間市大束 0987-74-1101

吉松邸ひな祭り 旧吉松家住宅 2-3月 旧吉松家住宅 0987-72-6511

焼肉フェスティバルin笠祇 福島地区・笠祇岳山頂 4月

あたご祭り 仲町商店街 7月

福島港花火大会 福島港 8月 くしま活性化委員会 0987-72-0053

都井岬火まつり 旧都井岬観光ホテル前広場 8月 くしま活性化委員会 0987-72-0053

イセエビまつり 福島港 9月 串間市漁業協同組合 0987-72-0020

串間市民秋まつり 串間商工会議所前広場 11月 くしま活性化委員会 0987-72-0053

吉松邸まつり 旧吉松家住宅 11月 旧吉松家住宅 0987-72-6511

問い合わせ先

表 8 串間市の祭りなど 

ホテル・旅館 電話 住所

都井岬国民宿舎(民営) 0987-76-1000 大納42-ロ

黄金荘 0987-76-1029 大納48-7

海洋荘 0987-76-1354 大納58

民宿恋ヶ浦 0987-76-1631 大納2030

民宿田中 0987-76-2096 大納2050-2

カントリーフィールド 0987-76-2076 大納1706

一里崎荘 0987-75-1225 本城11062-4

串間温泉いこいの里 0987-75-2000 本城987

Camp権代 090-1199-5496 本城2792-2

永友荘 0987-72-0050 西方5475

ホテル中村荘 0987-72-0038 西方6714

あかつき荘 0987-72-0623 西方7312-4

よしや旅館 0987-72-1667 西方15031

よしの屋 0987-72-1095 高松1091

つるや 0987-72-4320 高松1101

えびすや 0987-72-1097 高松1101-7

民宿あさと 0987-72-8819 西方14796-22

直売所 電話 住所

串間温泉いこいの里 0987-75-2000 本城987

情報案内 電話 住所

串間市観光協会 0987-72-0479 大字西方5497-1

道の駅など 電話 住所

道のよこ 090-3074-0761 大字北方6696-1

くしま駅の駅 0987-72-3819 大字西方字栗下5730

浜の駅 0987-72-4113 大字高松25-1

港の駅 0987-72-0020 大字西方15071-127

峠の茶屋 生産者直売所

よちみろかい
0987-74-1118 大字奈留95-1

表 9 串間市のホテル、直売所など 
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